
O

日
本

文
學

研

究

史

藤
　
田
　
徳
　
太

郎

史

書

の
研
究

鬯、壌

日
本
文
學

の
研
究
的
態
度
は
、
既

に
古
事
記
の
中
に
現
れ
て
み
る
。
即
ち
、
口
誦
文
學
と
し
て
傅

へ
ら
れ
て
來
た
神
話
徳
論
、
物
語

の
類
を
、
い
か
に
漢
字
に
よ
っ
て
、
國
語
的
表
現
を
な
し
、
こ
れ
を
可
視
的
な
も

の
に
移
す
か
と
云
ふ
努
力
で
あ
る
。
古
事
記
の
文
章

の
中
に
記
さ
れ
て
み
る
細
註
は
、

此

の
點
よ
り
見
て
、

日
本
文
學
研
究

の
最
古

の
記
録
で
あ
る
と
云
ふ

事
が
出
来
る
。　
こ
れ
に
よ
る

と
、
古
事
記

の
撰
者
は
、
次

の
如
き
研
究

の
態
度
を
取
っ
て
み
る
。

1
　

漢
字

の
音

に
關
す

る
註

　
　
イ
　
久
羅

下
郡
州
多
陀
用
幤
流
之
時

価
韓
腮
齔

　
　
　
　

右
は
漢
字
を
假
名
に
使
用
し
た
と
云
ふ
事
を
註
記
し
た
も
の
。

　
　
ロ
　

宇
比
地
邇
上
種
須
比
智
邇
失
神

　
　
　
　

右
は
漢
字
を
假
名
に
用
ひ
て
も
、
そ
の
同
じ
漢
字
の
發
音
に
相
違
が
あ
る
と
云
ふ
事
を
示
し
た
も
の
。

2
　
漢

字

の
訓

に
關
す

る
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ

　
　
　
　
榊
集
表
面
繝
髏

　

　

　
　

　

　

　

日
本
文
墨
胼
究
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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一
〇
〇

　

3
　
古
語
の
解
釋

　
　
　
　
彼
目
如
二赤
袈

智
而
…

都
鍵

澱
蟷
一
　

　

　

　

　

　

　

　

徽

　

4
　

歴
史

的
事
實

や
典

故
等

の
説
明

　
　

イ
　
此
天
皇
之
御
子
寺
井
八
柱

娚
丑
甑

　
　

ロ
　
天
津
久
米
命

靴
潴
畝
麟
直

　
　

ハ　
倭
日
子
命

越
藍
難
燃
獅

　

1
及
び
2
は
文
字

の
音
訓
に
聞
す
る
研
究
を
含
み
、
3
は
註
釋
上

の
所
謂
語
釋
に
屬
し
、
2
も
亦
、
此

の
中
に
入
る
性
質

の
も
の
も

あ
る
。
4
は
文
化
史
的
研
究
と
で
も
名
づ
く
べ
き
も
の
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
古
事
記

の
細
註
に
は
、
既

に
、
文
字
、
言
語
、
文
化
、

歴
史
に
對
す
る
文
學

的
研
究
が
、

そ
れ
み
丶
含
ま
れ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、

後
世

の
註
釋
的
研
究

の
萌
芽
も
亦
そ
の
中
に
存
す
る
っ

こ
れ
は
、
古
代

の
口
誦
文
學

の
中
に
は
も
と
よ
り
存
し
な
か
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
封
ず
る
、
撰
者

の
研
究

の
附
加
で
あ
る
。
勿
論
、

そ
れ
は
單
に
古
事
記

の
撰
者

の
み
な
ら
す
、
從
來

の
意
見
も
参
考
せ
ら
れ
て
、
此

の
中
に
入
っ
て
み
る
事

で
あ
ら
う
が
、
こ
れ
を
葉
成

し
た
撰
者

の
功
労
は
決
し
て
尠
少
で
は
な
い
ゆ

　

古
事
記
は
国
語
的
表
現
を
な
す
事
に
努
力
が
拂
は
れ
た
が
、日
本
書
紀
に
至
っ
て
は
、
全
く
漢
文
的
表
現
に
改
め
ら
れ
た
が
薦
め
に
、

・文
學

の
專
門
家
で
な
け
れ
ば
讀
解
が
容
易
で
な
く
な

っ
た
。
加
ふ
る
に
、
古
事
記
よ
り
も
日
本
書
紀
の
方
に
、
史
書
と
し
て
の
構
成
が

認
め
ら
れ
て
、
日
本
書
紀

の
註
釋
的
研
究
が
盛
ん
と
な
っ
た
。

　

日
本
書
紀
は
古
事
記

の
成
れ
る
和
銅
五
年
(
一
三
七
二
)を
遲
れ
る
八
年
、
養
老
四
年
(
一
三
八
○
)
に
成
っ
た
が
、
早
く
も
そ
の
翌
年
、



養
老
五
年
に
は
、
古
事
記

の
撰
者
で
、
且
つ
日
本
書
紀
編
纂
者

の
一
人
な
る
・
太
安
麻
呂
が
・
日
本
書
紀

の
講
義
を
な
し
て
み
る
。
そ

れ

以
後
大
學

の
博
士
が
、
朝
廷
に
於
て
、
累
年

こ
れ
を
講
義
し
た
。
即
ち
平
安
朝
時
代

の
前
年
に
は
、

　
弘
仁
三
,年
(
一
四
七
二
)
　

承
和
十
年
(
一
五
Ω
二
)

　
一元
慶
二
年
(
一
五
三
八
)
　
　
同
　
ご
一年
(
一
五
三
九
)

　
延
喜
四
年
ペ
一
五
六
四
)　
　
承
平
六
年
(
一
五
九
六
)

　
天
慶
二
年
(
一
五
九
九
)　
　
康
保
二
年
(
一
六
二
五
)

の
如
く
、
頻
繁
に
講
じ
ら
れ
て
み
る
。
そ
の
講
義

の
筆
記
を
日
本
紀
私
記
と
云
ひ
、
今
日
數
本
が
殘
存
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

1
　
漢

字

の
音

訓

(
こ
れ
が
大
部
分
)

　

イ

大
薤

融
・

　
　
ロ
　
天
地
未
割

独
繊
麗
獺
鐡
末

2

語
句

の
解

釋

　
　
　

盛
レ酒

彫

3
　
歴
史

的
事
實

や
典

故
等

の
説
明

　

イ

大
底
莫
古
蜜
洲
流

稲
人

　
　
ロ
　

東
韓

鰊
囎
鰭
槻
鑼
嫐
齲

の
如
く
、
古
事
記
の
細
註
の
態
度
と
殆
ど
變
ら
す
.
殊
に
、
訓
點
を
附
す
る
事
が
、
そ
の
重
要
な
目
的
で
あ

っ
た
。
然
る
に
承
平
六
年

　
　
　
　
　
　
　
日
本
文
醸
碍
究
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一〇
U

r

ーー

-、ー
ー

臣籍

ー
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躪0
二

の
私
記
と
推
定
せ
ら
れ
る
も
の
に
よ
る
と
、
訓
點
が
最
も
重
要
な
問
題
と
な

っ
て
み
る
事
は
云
ふ
ま
で
も
な

い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

　
i
問
。
此
注
文
在
ご
性
根
奪
之
下
↓
而
諸
本
多
在
ご
面
足
奪
之
下
】如
何
。
(「
亦
日
吾
屋
惶
根
」云
々
の
條
の
細
註
に
關
す
る
疑
問
)

　
　
　
　

　　
む

　
2
問
。
或
本
元
ご
伊
弉
諾
奪
四
箇
字
殉
今
案
、
自
ご最
初
一至
ご
最
後
↓
以
レ何
爲
レ正
。

　
　
師
説
。
旡
ご此
四
箇
字
一著
誤
本
也
。
可
二書
入
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む　
　

　
　

又
問
。
今
考
ご古
事
記
等
一亦
无
ご此
等
字
幻
此
獪
禪
代
七
世
之
内
、
起
レ自
ご最
初

一迄
ご
于
最
後

一歟
。
若
爲
二異
本
輔如
何
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

　
　

師
説
。
(中
略
)
不
レ可
レ爲
ご異
本
一
(「自
二國
常
立
専
一迄
輔子
供
弉
諾
尊
伊
弉
册
尊
こ

云
々
の
句
に
關
す
る
註
解
)

　
右

の
第

一
例
は
、
本
文

の
校
異
に
關
す
る
問
題
で
あ
り
、
第
二
例
は
、
そ
れ
と
共
に
、
異
本
の
問
題
に
觸
れ
て
居
り
、
こ
れ
を

一
括

す
る
と
、
本
文
校
訂
に
關
す
る
問
題
を
取
扱
う
て
み
る
の
で
あ
る
。
第

一
例
は
或
る
文
字

の
位
置

の
相
違
に
閲
す
る
も
の
、
第
二
例
は

或
る
文
字

の
有
無
に
閲
す
る
も
の
で
あ
る
。
此

の
例
に
於
て
、
間
者
は
、「
伊
弉
諾
尊
」

の
四
字
の
な
い
本
を
、
異
本
と
し
て
取
扱
ふ
べ

き
か
と
、
尋
ね
た
の
に
饗
し
、
師
説
は
、
此
の
四
字
の
な
い
本
は
誤
本
で
あ
っ
て
、
異

本
と
す

べ
か
ら
ざ
る
事
を
説

い
て
み
る
。
異

本

と
は
・
か
く
兩
本
と
も
収
用
ひ
る
事
の
出
來
る
場
合
、
即
ち
、
両
立
す

べ
き
本
を
ば
、
底
本
に
撤
し
て
、
他
本
を
異
本
と
稱
す
る
の
で

あ
る
・
一
方
が
惡
本
で
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
異
本
と
云
ふ
べ
き
で
は
な
く
、
勿
論
、
そ
れ
は
捨
て
去
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
か
や
う

に
、
諸
本
、
異
本

の
意
義
に
つ
い
て
、
私
記
は
明
確
な
観
念
を
示
し
て
み
る
。
此
所
に
至

っ
て
、
1
本
文
批
評
、
2
文
字
の
音
訓
、
3

語
句

の
註
釋
、

4
文
化
史
的
研
究
が
具
は
つ
て
來
た
。
併
し
、
訓
點
を
附
す
る
事
が
、

當
時
の
研
究
で
は

、
最
も
重
要
で
あ
っ
た
事

は
、
假
名
文
字
の
發
明
せ
ら
れ
な
い
時
代

の
文
學
に
對
す
る
研
究
と
し
て
、
致
し
方
の
な
い
事
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
で
、
語
句

の
解

釋
が
稍
行
は
れ
、
他
は
極
め
て
僅
少
な
る
程
度
に
止
ま
る
o



,二

和

歌
　
の

研

究

　
、
一,方
、
萬
葉
集

に
於
て
も
、
そ
の
細
註
の
申
に
は
、
文
學
研
究
の
萌
芽
を
示
す
も
の
が
あ
る
。

,第

】
に
角
語
句
の
相
違
に
關
す
る
問
題
は
、
編
纂
者

が
甚
だ
注
意
を
拂

つ
た
所
で
あ

っ
た
。
'こ
れ
は
、
和
歌

の
如
き

一
字

一
語
に
語

感
の
微
妙
な
相
違
を
有
す
る
文
學
に
於
て
は
、
特
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
例

へ
ば
、

　
　
天
爾
滿
倭
手
直
而
、
青
丹
吉
平
山
手
越

黻
舷
謡
親
燬
謝
礪

(卷
一
)

　
こ
れ
は
、
諸
本
の
校
異
、
本
文
批
評
の
問
題
に
も
關
蓮
を
有
す
る
。
左
註
に
、コ

書
云
」「
或
本
云
」
な
ど
と
記
し
て
、
作
者
や
作
時

の
相
違

の
み
で
な
く
、
語
句
の
相
違
を
も
示
し
て
み
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。　
(萬
葉
集

の
歌
と
全
く
同
様
の
語
句
の
相
違
に
關
す
る

細
註
は
、
、既
に
日
本
書
紀
の
歌
謡

に
も
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
)
。

　
第
二
に
、
文
字
の
訓
點
に
關
す
る
例
は
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　

・
毎
年
爾

一:
…
騎
薜
瀰
灘

(卷
+
九
)

　
第
三
に
、
語
釋
に
關
し
て
は
、

　
　
東
風

錨
略
蠕
醺
飆
黼
之

(卷
+
八
)

　
藁
囲
に
、最
も
注
意
す
べ
き
事
は
、歌
詞
の
解
釋
と
共
に
、
主
観
的
な
批
判
の
加

へ
ら
れ
で
る
る
事
で
あ

る
。
卷
十
三
に
例
を
取
る
と
、

　

.今
案
、
此
反
歌
謂
二
之
於
君
不
相

一著
、
於
レ理
不
シ合
也
。
宜
レ言
ご於
妹
不
相

吟也
。

　
・
今
案
㍗
不
レ可
ゼ
言
　乏

因
レ妹
者
↓
應
一調
ご
之
縁
ワ
君
也
。
、何
期
、
反
歌
云
二公
之
随
意

一焉
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

,

　
　
　
　
　
　
　

目
木
交
醒
肝
兜
虫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〇
三

の

ド

r「

」

一

」
r
　
」

跨
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芦　　 脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〇
凶

の
如
焔
、欧

の
愈
臨
を
論
理
的
に
考

へ
て
見
た
結
果
、
歌
詞
の
更
改
に
ま
で
思
ひ
、及
舟
で
み
る
の
で
あ

っ
て
、此
所
に
藝
術
据
物
の
観
賞

的
態
度
が
、
文
華
研
究
の

一
面
と
し
で
現
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。史
書
の
研
究
が
、多
く
客
観
的
態
度
で
あ
る
の
に
對
し
、文
學
作
口開
の
研

究
に
、
か
く
ヤ主
観
的
観
賞
的
傾
向
を
帶
び
て
來
る
の
も
、當
然
で
あ
る
。
そ
れ
と
阿
時
に
、自
作
、或
ひ
は
同
時
代
の
人
々
の
作
回船
を
推
敲

修
正
す
る
所
よ
り
、古
文
學
に
對
す
る
批
判
に
も
、
そ
の
創
作
的
経
験
が
及
ん
で
、主
観
的
態
度
を
取
る
や
う

に
な
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

　
最
後
に
、
歴
史
的
、
文
化
史
的
研
究
は
、
左
註

の
中
に
數
多
く
見
ら
れ
る
。
多
く
史
書
に
よ
っ
て
、
歌
作
の
年
時
等
を
推
定
し
よ
う

と
ず
る
昏
の
で
あ
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　

以
上
の
如
ノ＼

和
激

の
研
究
に
は
、
そ
の
研
究
態
度
に
、
史
書

の
研
究
に
見
ら
れ
た
訓
點
的
態
度
や
註
釋
意
識
と
共
に
、
批
判
的
態

度
、
批
評
意
識
を
俘
っ
て
み
る
事
が
注
意
せ
ら
れ
る
。
,此
の
傾
向
は
、
雫
安
朝
時
代
に
至

っ
て
も
、
同
様
で
、
學
問
的
要
求

と
、
藝
術

的
要
求
と
㊨
爾
方
面
か
ら
、
文
學
研
究
が
起

っ
て
る
る
。

　
第
晶
の
學
問
的
要
求
の
、
文
學
研
究
は
、
萬
葉
集
の
研
究
が
、
そ
の
端
緒
と
な

っ
て
み
る
。
さ
う
し
て
そ
れ
は
訓
點
的
態
度
の
研
究

で
あ
ウ
、.
同
時
に
註
釋
的
事
業
で
も
あ

っ
た
。
萬
葉
集

の
研
究
に
於
て
は
、
正
し
い
訓
點
を
附
す
る
と
云

ふ
事
が
、
註
釋
の

一
つ
の
目

的
で
あ
る
と
も
考

へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
村
上
帝
の
天
暦
五
年
　
(
一
六
=

)　
に
、
初
め
て
、
萬
葉
集
を
組
織
的
に
研
究
す
る
の
機

會
に
憲
,ま
れ
た
。
此
の
年
、
宣
旨
が
あ

っ
て
.
和
歌
所
が
後
宮

の
梨
壺
に
置
か
れ
、
そ
れ
は
秀
歌

の
撰
出

と
云
ふ
藝
街
上
の
仕
事
を
も

一
・つ
の
同
的
と
し
て
み
た
が
、
叉
、「
古
萬
葉
よ
み
と
き
撰
ば
し
め
給
ふ
」
ハ
源
順
集
)
事
も
.
他
の
重
要
な
目
的
で
あ

っ
た
。
召
さ
れ
た

人
々
は
、
清
原
元
輔
、
紀
時
文
、
大
巾
臣
能
宣
、
源
順
、
坂
上
望
城
の
五
人
。
前
者
の
目
的
に
對
す
る
事
業

の
成
果
は
、
後
撰
集

の
編

纂
と
な

っ
て
現
れ
た
が
、
後
者
の
事
業
は
、
所
謂
萬
葉
集

の
古
點
と
し
て
殘
ざ

れ
た
。
十
訓
抄
の
傅

へ
る
所

に
よ
る
と
、
此
の
五
人
が



、
、

萬
葉
集

の
研
究
に
従
事
せ
し
め
ら
れ
た
の
は
、
村
上
帝
の
驥
姫
廣
幡
の
御
息
所

の
御
勧
め

に
よ
る
と
云
ふ
。
源
順
は
叉
、
本
邦
に
於
け

る
百
科
辞
典
の
組
と
も
云
ふ
べ
き
倭
名
類
聚
抄
を
編
纂
し
た
が
、
こ
れ
も
、
彼
が
延
長
年
中

(
一
五
八
三
-

一
五
九
一
)
に
第
四

公

主

〔慶
子
吋
親
王
叉
は
勤
羊
内
親
王
の
御
事
と
云
ふ
)
の
命
に
よ
っ
て
撰
進
す
る
所
と
云
ふ
、
、女
性
の
智
識
慾
が
、
こ
れ
ら
の
學
術
的
事
業
を
促

進
せ
し
め
た
事
は
、
平
安
朝
時
代
が
、
女
性
文
化
を
瓧
會
的
背
景
に
持
つ
事
と
、
密
接
な
關
係
が
あ
る
。

　

第
二
の
藝
術
的
方
面
の
要
求
と
し
て
は
・
歌
合

の
流
行
と
歌
學
の
勃
興
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
歌
合
は
寛
平
時
代
に
興
隆
し
た
。
こ
れ

は
、
古
今
集

の
編
纂
に
も
、
大
い
に
關
係
が
あ
っ
て
、
紀
貫
之

の
古
今
集
序
文
に
見
え
る
文
學
論
的
態
度
、
古
今
集

の
部
類
分
に
見
ら

れ
る
、
分
類
學
的
態
度
と
共
に
、
合
せ
考

へ
ら
れ
る
べ
き
事
で
、
平
安
朝
時
代
の
和
歌
盛
行

の
原
因

の
一
は
歌
合
に
存
す
る
と
思
は
れ

る
が
、
そ
の
晴
れ
や
か
な
行
事
は
、
創
作
に
關
心
を
有
す
る
人

々
に
取

っ
て
、
最
も
心
が
動
か
さ
れ
る
所

で
あ
り
、
自
己
の
名
聲
を
あ

げ
・
砒
會
的
進
出
を
す
る
薦
め
に
絶
好
の
公
開
機
關
で
あ

っ
た
。
宮
廷
の
貴
族
地
下
女
房
逹
の
名
譽
心
、
競
爭
心
が
此
の
一
事
に
か
け

ら
れ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
歌
合
の
判
者
も
、
歌
壇
の
有
力
者
、權
威
者

が
撰
ば
れ
た
が
、勝
負

の
判
定
は
、
異
常
な
判
断
力
と
、
充
分
の

経
験
學
問
智
識
を
備

へ
る
事
が
必
要
で
あ

っ
た
。
勝
負

の
理
由
と
し
て
、
古
歌
の
典
據
を
あ
げ
、
語
句

の
使
用
の
晏
當
、
不
當
等
を
、

衆
人
に
肯
定
ぜ
し
め
る
爲
め
に
は
、
な
か
一

の
才
能
を
要
す
る
。
か
や
う
に
、
歌
合
に
勝
つ
爲
め
に
、
或
ひ
は
、
判
者

が
審
判

の
理

由
を
縁
る
爲
め
、
叉
そ
の
理
由
を
、
智
識
階
級
の
人

々
が
正
當
に
解
し
肯
定
し
得
る
薦
め
に
は
、
和
歌
に
對
す
る
全
般
的
研
究
が
必
要

と
な

っ
て
来
た
。
古
歌
の
研
究
が
起
り
、
萬
葉
集

の
研
究
が
勃
興
し
た
の
も
、
か
う
云
ふ
所
に

一
つ
の
源
因
が
あ
る
と
共
に
、
語
句

の

　
　
　
ゆ

精
密
な
解
剖
、
そ
の
註
釋
的
探
究
や
、
語
法
、
修
辭

の
研
究
が
初
め
て
行
は
れ
る
に
至

っ
た
の
も
、
此
の
機
運
に
乘
じ
て
生
じ
た
も
の

で
あ
み
。
此
所

に
、
藝
街
上
の
要
求
よ

り
し
て
、
.學
問
的
研
究
が
發
麗
し
て
來
た
。
次
に
、
そ
の

一
例
を
示
し
て
見
る
。
天
徳
四
年
内

　
　
　
　
　
　
　

日
本
文
墨
研
究
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
〇
王

r
ド

駐

匿

」
臨
『

虻
ー

ー
ー

f
ー
ー
ー
ー
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＼

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一〇
六

裡
歌
合

(
】
六
二
〇
〉
は
馬
後
世
の
歌
合

の
基
準
と
も
な

っ
た
、
、模
範
的
な
歌
合
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、

　
十
六
番

ρ」
'　

…戀

　
　
　
　
　

左
勝
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

朝
　

　
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ　
　
　
み　
こも

人

徳

に

し

ら

せ

て

し

が

な

隠

れ

沼

の
水

籠

り

に

の

み
戀

や

渡

ら

ん

　
　
　
　
　

右
　

　
　
　

　
　

　
　
,　

　

.　
　

中
　

　
務

　
む

ば

玉

の
夜

の
夢

だ

に
ま

さ

し
ぐ

は

我

が
思

ふ
事

を

人

に
見

せ

ば

や

　

　

　

　

　
,　

　

　

　

・
,

　
　
左
歌
い
と
を
か
し
、
マつ
よ
き
事
な
れ
ど
、さ
て
も
あ
り
な
む
や
。右
歌
、む
ば
玉
と
か
け
り
。よ
る
と
い
ふ
事
は
ぬ
ば
玉
と
そ
い
ふ
か
し
。
歌
は
お
な

.ズ

じ
ゃ
5
な
れ
ど
、
か
き
あ
や
ま
ち
た
る
な
め
れ
ば

そ
の
よ
し
奏
す
れ
ば
、あ
や
ま
ち
あ
ら
む
に
は
い
か
で
か
と
お
,ほ
せ
ら
る
。
仍
以
レ左
爲
レ勝
。

と
見
え
る
。
即
ち

「
ぬ
ば
玉
」
を

「む
ば
玉
」
と
詠
ん
だ
爲
め
に
負
と
な
っ
た
。
從
っ
て
、
か
や
う
な
語
句
に
誤
の
な
き
や
う
に
充
分

の
研
究
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
か
う
云
ふ
所
に
、
文
學
研
究
の

一
因
が
あ
る
。
か
く
て
、
平
安
朝
末
に
、
和
歌
の
學
問
的

研
究
が
、
俄
然
勃
興
し
て
來
た
。
源
後
頼
の
俊
秘
抄
、
藤
原
仲
實
の
綺
語
抄
、
藤
原
清
輔
の
和
歌
初
學
抄
や
典
儀
抄
、
或
は
、「
藤
原
範

象
の
和
歌
童
蒙
抄
や
古
今
集
の
教
長
註
、
叉
、
藤
原
盛
方
の
萬
葉
集
註
釋
等
の
註
釋
書
類
に
至
る
ま
で
、
數
多
く
の
書
が
出
た
。
そ
の

甲
、
綺
語
抄
上
巻
に
は
、
次
の
如
く
記
し
て
み
る
。

　
　

む
ぽ
た
ま
　
よ
る
と
い
ふ
　
ま
た
く
ろ
き
を
い
ふ

　
　

ぬ
ば
た
ま
　
妖
婆
珠
　
　
　
奴
波
多
麻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　-
,

　
　

う
ば
た
ま
　
鳥
玉
之
夜
　
　
野
干
玉
之
よ
わ
た
る
か
り

㌧



　
　

天
徳
歌
合
に
、
む
ぱ
た
ま
の
よ
る
の
夢
だ
に
ま
さ
し
く
は
我
思
ふ
こ
と
を
と
中
務
が
よ
め
る
歌
を
小
野
宮
左
大
臣
判
者
に
て
、
よ
る
を
ば
ぬ
ぱ
た

　
　
ま
と
こ
そ
い
へ
と
て
、
こ
の
歌
を
ま
け
に
到
ぜ
ら
れ
た
り
。
今
萬
葉
集
に
は
む
ば
玉
と
い
ひ
て
夜
と
い
ひ
、
う
ぽ
玉
と
て
も
夜
と
よ
み
、
叉
ぬ
ぽ

　
　
玉
と
て
く
ろ
し
と
い
へ
ば
、
わ
か
ぬ
こ
と
葉
に
こ
そ
あ
め
れ
、
な
ど
か
く
到
ぜ
ら
れ
た
る
に
か
あ
り
け
ん
、
叉
其
時
も
こ
の
謎
歌
を
お
ぼ
し
さ
り

　
　
け
る
に
や
あ
ら
ん
。

と
見
え
て
、
前
の
天
徳
歌
合
の
判
定
の
根
據
を
反
駁
し
て
み
る
。
こ
れ
は
研
究
が
進
歩
し
た
か
ら
で
、
同
時

に
、
歌
合
と
學
問
的
研
究

と
の
柑
關
的
關
係
を
も
察
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

　
此
の
時
代
に
は
、
叉
、
紀
貫
之
の
古
今
集
序
文
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
る
、
和
歌
の
文
學
論
的
取
扱
方
、
歴
史
的
態
度
、
歌
經
標
式

以
下
の
歌
學
の
書
に
見
ら
れ
る
、
形
態
學
的
態
度
、
分
類
的
方
法
、
評
論
的
取
扱
方
も
、
注
意
す
べ
き
重
要
な
る
事
項
で
あ
る
。

　
平
安
朝
時
代
の
末
に
至
っ
て
、

一
大
註
釋
學
者
が
出
た
。
釋
顯
昭
が
そ
れ
で
あ
る
。
此
の
期

の
學
問
的
研
究
の

一
つ
の
成
果
が
、
此

所
に
總
散
せ
ら
れ
て
る
る
と
も
云
ふ
事
が
出
来
る
。
斯
學
は
、
此
所
に
至
っ
て
、
組
織
化
さ
れ
、
體
系
化
さ
れ
た
G
そ
の

著

す

所

の

書
、
萬
葉
集
時
代
難
事
、
柿
本
人
麿
朝
臣
勘
文
、
古
今
序
註
、
古
今
集
註
、
拾
遺
抄
註
、
後
拾
遺
抄
註
、
詞
花
集
註
、
散
木
集
註
、
口

本
紀
歌
註
、
袖
中
抄
、
六
百
番
陳
状
等
、
何
れ
も
有
力
な
る
も
の
の
み
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　

.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
彼
の
研
究
は
、
客
観
的
態
度
で
あ

っ
た
事
が
注
意
せ
ら
れ
る
。
第

N
に
、
諸
本
の
異
同
を
検
し
て
、
本
文
批
評
を
行
ひ
、
權
威
あ
る

本
文
に
つ
か
ん
と
し
た
。
第

二
に
、
諸
種

の
材
料
を
集
め
、
諸
註
諸
説
を
検
討
批
判
し
て
、
そ
れ
よ
り
麟
納
的
に
結
論
を
見
出
さ
ん
と

す
る
態
度
で
あ
る
o
、例

へ
ば
、
古
今
集
註
に
於
て
、
,卷
六
に
、

　

ユ

フ
。サ

レ
バ

コ

ロ

モ
デ

サ

ム
シ

ミ

ョ

シ
ノ

・

フ
カ

キ

ノ

ヤ

マ

ニ
ミ

ユ
キ

フ

ル
ラ

シ

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
文
學
研
究
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　、　
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一
〇
(

　

　
此
歌

、
新
院
御
本

二
八
タ
カ
キ
ノ
山

ト
ア
リ
、
普
通

本

ニ
モ
比
和
o
叉
萬
藁

云

「
、・、
ヨ
シ
ノ

・
タ
カ
キ
ノ
山

ノ
白

雲

ハ

ユ
キ

ハ
"
カ
リ
テ
タ
ナ
ビ

　

　
キ

テ
ミ

ュ
」
然
者

タ
カ
キ
ノ
山

ト
ァ
ル
ベ
キ
歟
。
叉
心高
葉
歌
云

「
ユ
フ
サ

レ
バ
衣

デ
サ

ム
シ
タ
ヵ

マ
ッ
ノ
山

ノ

、
ゴ
ト

昌
ユ
キ
ゾ

フ

ル
ラ
シ
」
既

　

　
歌
相
似
歟
・
或
本

ニ
タ
カ

マ
ノ
山

ト
カ
ケ
リ
、
似
事

歟
・
タ
カ

マ
ノ
山

ハ
葛

木
也

、
、吉
野

ト
ッ

"
ク
ペ
カ
ラ
ズ
。

と
あ

っ
て

、
そ

の
理

路
整

然

た

る
客

観

的

態

度

を
観

る
事

が

出

来

る
。

此

所

に
彼

の

研
究

の
確
實

性

が
存

す

る
。

そ

の
他

の

「
面

に
於

て
、

彼

が

自

己

の
時

代

に
近

い
駄

集

、

云

は

穿
、

現

代

文
學

を
註

解

観

賞

し

よ
う

と

し

て

み

る
態

度

は

、
注

目
す

べ
き

で

あ

る
。

尚

古

に
片

寄

ら

す

、

近

代

文

學

を

尊

重

す

る

の

は

、

文

學

に

理
解

あ

る
を

示
し

て

み

る

か

ら

で
あ

る
◎

　

δ
　

　

三

物

語

の

研

究

　
平
安
朝
分
末
に
起
つ
九
、
他
の
注
意
す
べ
き
現
象
は
、
物
語
文
學
の
研
究
で
あ
る
。
從
來
の
研
究
は
大
方
和
歌
を
対
象
と
し
て
み
た

の
に
.
此
所
に
至
っ
て
、
小
論
の
領
域
に
ま
で
、
研
究

の
範
圍
が
及
ん
で
来
た
。
物
語
の
隆
盛
時
は
、
源
氏
物
語
を
頂
點
と
す
る
、

一

條
帝
時
代
に
あ

っ
た
か
ら
し
て
、
そ
れ
よ
り
可
成
ゆ
の
歳
月
を
経
た
、
平
安
朝
末
期
に
至
り
、
こ
れ
を
研
究
の
對
象
と
し
始
め
た
の
で

あ
る
。
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

●

　
物
語
研
究
の
初
は
、
先
づ
、
物
語
の
内
容
を
年
代
的
に
検
す
る
、
所
謂
、
年
立
の
研
究
と
な
っ
て
現
れ
て
み
る
。
且
又
こ
れ
は
、
並

の
卷
を
判
定
す
る
事

に
よ
っ
て
、
物
語
全
體
の
組
織
を
研
究
す
る
事
に
も
關
係
が
あ
る
¢
か
や
う
な
研
究
が
早
く
現
れ
て
み
る
の
は
・

恐
ら
く
、
平
安
朝
の
末
に
近
く
、
歴
史
文
學
が
勃
興
し
て
、
榮
華
物
語
そ
の
他
の
假
名
歴
史
物
語
が
続
々
著
述
せ
ら
れ
た
機
運
に
關
達

す
る
も
の
と
思
は
れ
る
◎
即
ち
、
從
來
の
寫
實
物
語
よ
り
、
,歴
史
物
語
を
生
じ
た
が
、
歴
史
物
語
に
於
て
は
、
年
代
的
記
述
が
最
も
重

O

重



!

●

ひ

要
で
あ
る
か
ら
し
て
、
此
の
點
よ
り
、
源
氏
物
語
等
を
も
、
年
代
的
に
組
織
を
検
討
し
て
見
る
必
要
が
生
じ
た
薦
め
に
、
か
う
云
ふ
研

究
の
機
運
が
、
先
づ
起
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

　

緩

い
て
、
}諸
本
の
研
究
よ
レ
、
本
文
の
校
異
に
及
び
、
註
釋
的
研
究
も
、
そ
れ
と
同
時
に
、
或
ひ
は
、
そ
れ
よ
ゆ
稍
先
ん
じ
て
,
生

じ
て
み
る
事
、
史
書
及
び
和
歌

の
研
究
の
場
合
と
同

国
で
あ
っ
た
。
此

の
點
の
功
勞
者
は
、
先
づ
藤
原
併
行
が
、
次
に
は
、
源
光
行
、

及
び
藤
原
定
家
の
二
人
が
、
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
行

の
源
氏
釋
、
定
家
の
奥
入
、
光
行
の
水
原
抄
及
び
所
謂
河
内
本
源

氏
物
語
等
は
、
此
の
方
面
の
研
究
の
先
駆
著
た
る
位
置
を
保
つ
。
河
内
本
源
氏
物
語
は
、
本
文
批
評
、
及
び
そ
の
校
訂
の
事
業

に
努
力

し
た
も
の
で
、
」そ
の
結
果
、
源
氏
物
語
の
定
本
と
も
云
ふ
べ
き
も

の
を
作
け
上
げ
た
の
が
、
此
の
書
で
あ
る
。

　
註
釋
の
事
業
は
、
徐

々
に
し
て
發
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
品
を
讀
む
時
に
、
・参
考
と
な
る
べ
き
條
項
を
、
書
入
れ
る
。

そ
の
書

が
冨
も
し
卷
子
本
な
ら
、
卷
き
展
げ
な
が
ら
讀
ん
で
行
く
と
共
に
、
叉
、
端
か
ら
、卷
き
牧
め
て
行
く
か
ら
、次
第
に
裏
面
が
右
の
手
元

近
く
に
現
れ
、
そ
の
本
文
の
裏
面
に
當

る
箇
所
に
、
註
文
を
書
入
れ
る
事
が
出
来
る
。
こ
れ
を
裏
書
と
か
、
蔭
書
と
か
云
ふ
。
叉
,
冊

子
本
な
ら
、
註
文
を
、
そ
の
冊
子
の
最
後

に
書
き
つ
け
て
行
く
。
古
代
の
冊
子
本
は
、
所
謂
、
胡
蝶
裝
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
よ
ゆ
も
後

に
行
は
れ
た
袋
綴
と
は
違

っ
て
、
.大
抵
絡

に
餘
白
が
生
じ
る
。
そ
れ
で
そ
こ

へ
讀
者
の
考

へ
得
た
所
を
備
忘
的
に
書
き
入
れ
る
事
が
出

来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
奥
入
と
云
ふ
。
定
家
本
伊
勢
物
語
や
更
科
日
記
等

に
、
そ
の
面
影
を
見
る
事
が
出
来
る
。
同
時
に
、
本

文
の

行
間
、
欄
外

の
餘
白
雪
に
も
、
註
文
を
書
入
れ
る
。
こ
れ
ら
の
動
物
は
、
一古
事
出
典
の
詩
歌
文
章
、
或

ひ
は
、
有
職
故
實
の
古
例
諸

記
、
入
物

の
傅
記
、
行
事

の
先
例
等
を
、
假
名
書
は
原
文
の
ま
ま
で
、
そ
の
他
は
多
く
漢
文
で
、
書
き
入
れ
る
の
が
、
普
通
で
あ
る
。

字
句
の
解
釋
に
わ
た
る
も
の
は
殆
ど
な
い
と
諸
っ
て
よ
い
。
併
し
、
中

に
は
、
定
家
本
伊
勢
物
語

の
書
入
れ
に

「
く
は
こ
」
の
句
を
註
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し
て

「
桑
子
、蠶
也
」
と
親
せ
る
が
如
く
、
語
句
の
註
に
關
す
る
も
の
も
あ
り
、
大
鏡
の
裏
書
に

「
北
大
鏡
、
萬
壽
二
年
.物
語
也
、
伊

賀
前
司
之
條
、・
年
紀
相
違
、
後
見
之
人
書
加
歟
」
と
見
え
る
、
成
立
に
関
す
る
問
題

に
ふ
れ
た
や
う
な
も

の
も
稀
に
あ
る
。
之
等
の
註

記
は
、
決
し
て
～

一
個
入
が
、
山

時
に
書
き
つ
け
た
も
の
で
は
な
く
、
讀
者
の
手
を
經
、
書
冩
を
重
ね
る

に
從

っ
て
↓
次
第
に
増
加
し

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
漢
文
的
傾
向
、
引
用
文
の
原
文
主
義
の
傾
向
か
ら
、
次
第
に
、
假
名
文
で
註
を
書
入
れ
る
傾
向
に

'變
じ
て
来
る
。
叉
、
單
な
る
出
典
や
故
實
の
や
う
な
書
入
の
み
で
は
な
く
、
語
釋
、句
の
緩
き
具
合
の
や
う
な
、内
容
の
精
神
に
觸
れ
た
解

釋

へ
と
進
ん
で
來
、
或
は
、
批
評
的
言
辭
を
も
弄
す
る
や
う
な
、
批
判
的
傾
向

へ
と
進
ん
で
来
た
の
で
あ
る
。
註
の
文
章
が
長
く
な
る

事
も
、
.そ
れ
に
拌

っ
て
み
る
。
大
鏡

の
裏
書
に

「
助
教
師
安
加
筆
」
或
は

「師
安
加
筆
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
み
る
部
分
は
、
他
の
註
記

よ
ゆ
も
後

の
書
入
で
、
寛
平
遺
誡

の
記
憶
を
、
.大
鏡
を
讀
み
つ
つ
あ
る
闇

に
、
連
想
し
て
、
思
ひ
起
す
ま
ま
に
、
註
書
を
、書
入
れ
た
も

の
で
あ
る
。
更
に
進
ん
で
、
原
文
に
紛
は
し
い
筆
致
を
も
つ
て
、
原
文
の
補
促
的
な
事
項
を
書
入
れ
た
。

そ
れ
が
、
途
に
本
文
に
紛
れ

入
っ
て
は
、
大
鏡
の
内
容
の
量
を
増
す
原
因
と
も
な
っ
た
。
此
所
に
至
っ
て
は
、
註
は
既

に
、
文
學
的
効
果
を
さ

へ
持
つ
文
章
と
な
っ

て
み
る
。
或
ひ
は
、
・奥
入
に
つ
い
て
見
る
と
、

こ
の
書
は
、

伊
行
の
源
氏
釋
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
源
氏
釋
は
、
恐
ら
く
、
亠

物
語
の
本
文
の
書
入
の
體
裁
に
な
っ
て
み
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
の
奥
入
の
中

に
は
、
源
氏
釋
に
關

し
て

「
併
行
尺
不
一粕
汁
一可
二

勘
レ
之
]
と
批
判
を
加

へ
た
所
も
見

え
、
叉

「
注
加
」
或
は

「
書
加
」
な
ど
と
、
後

の
増
補
な
る

事
を
明

か
に
し
た
所
も
あ
る
¢
定
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

みちのく

本
伊
勢
物
語
の
書
入
に
は

「
陸
奥
の
し
の
ぶ
も
ち
す
り
」
の
歌
に
關
し
て

「
河
原
大
臣
歌
也
。
左
大
臣
源
融
、寛
平
七
年
八
月
薨
七
+
三
。

於
二在
中
將

一罪
二幾
先
達
婦如
何
」
と
云
ふ
や
う
な
、
批
判
的
言
辭
を
弄
し
、
或
は
、
芹
川
行
幸
の
條
に
關

し
て

「或
本
不
レ可
レ有
レ之

云
々
。多
本
皆
載
レ之
。
不
レ
可
レ止
」
と
云
ふ
や
う
な
、本
文
批
評
に
封
ず
る
、

隔定
家
の
意
見
を
掲
げ
た
箇
所
も
存
す
る
。
併
し
、
.こ
れ
を



大
概

に
云

へ
ば
∴
上
述
の
、
.出
典
、
,故
實
と
人
物
の
偉
記
等
に
経
始
す
る
態
度
が
、
・註
釋
の
原
始
的
な
態

度
と
し
て
、
・
一
貫
し
て
み

る
。
こ
れ
ら
の
書
入
の
註
記
は
、
後
に
抄
出
せ
ら
れ
て
、
辱
一
書
と
せ
ら
れ
る
。
源
氏
釋
、
奥
入
の
如
き
は

、
何
れ
も
さ
う
で
あ
っ
た
ら

う
。
大
鏡
裏
書

の
如
き
、
叉
そ
の

一
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
抄
出
者
の
異
な
る
に
從
ひ
、
或

は
書
寫

の
歌
態

の
異
な
る
に
從
ひ
、
條
項
の

數

や
、
順
序
や
、
文
章
そ
れ
自
身
に
も
相
違
が
生
じ
て
来
る
。
故
に
上
記
の
書
に
は
少
く
と
も
二
種
の
甚

だ
異
な
る
異
太
が
傳

へ
ら
れ

・
る
。
(此
の
點
奥
入
よ
り
も
裏
書
の
方
が
殊
に
甚
し
い
)。
か
や
う

に
し
て
、
註
釋
は
、

一
個
の
書
籍

に
ま

で
推
展
し
、
次
第

に
詳
し
べ

長
く
、
且
つ
、
.書
入
の
不
自
由
さ
か
ら
開
放
せ
ら
れ
て
、
範
圍
も
廣
く
、
自
由
な
態
度
の
註
釋

へ
と
發
麗
し
て
來
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
と
共
に
、
註
釋
家
の
人
物
に
つ
い
て
見
て
も
.
、定
家
の
古
典
研
究

に
至
っ
て
は
、
歌
集
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
物
語
日
記
草
子
類
に

ま
で
及
ん
で
み
て
、
綜
合
的
に
、
且
つ
、
考
證
的
客
観
的
態
度
を
も
つ
て
、
研
究
を
試
み
、
そ
の
、
後
代

に
大
な
る
恩
惠
を
垂
れ
て
み

る
事
は
尠
少
で
な
い
。
鎌
倉
室
町
時
代
に
於
け
る
歌
學
は
勿
論
、
古
典
研
究
、
本
文
批
評
、
註
釋
等
、
す

べ
て
、
定
家
よ
り
出
て
み
る

と
云
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
源
光
行
を
租
と
す
る

一
流
も
、
%別
に
重
要
な
地
位
を
占
め
る
。

　

二
條
家
の
定
家
は
、
鹽六
條
家
の
人

々
と
爭

つ
た
。
六
條
家

の
顯
昭
は
、
六
百
番
歌
合

に
於
て
、
判
者
た
る
藤
原
俊
成
の
裁
定
に
服
せ

す
、
六
百
番
陳
状
を
記
し
て
、
俊
成
の
批
評
に
反
駁
を
加

へ
た
が
、
俊

成
の
子
定
家
は
、
顯

昭
の
古
今
集
註
の
詭
を
駁
し
て
、
顯
註
密

勘
を
著
し
た
。
此
所

に
至
っ
て
、

ら兩
家
の
爭
は
、
』

層
感
情
的
に
深
く
な
っ
た
感
が
あ
る
。
併
し
、
顯
昭
が
、
牟

安
朝

の
研
究
の
總
集

的
位
置
を
保
つ
學
者
と
し
て
、
此
の
期
の
末
に
現
れ
た
、
偉
大
な
る
註
釋
學
者
と
す
る
な
ら
ば
、
定
家
は
中
世
の
學
問
の
緒
ロ
を
開

い

た
、
材
料
の
供
給
者
、
枅
究

の
暗
示
の
提
供
者
と
し
て
、
重
要
な
位
置
を
保
持
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
從

っ
て
、
顯
昭
は
深
く
、
堅
實

で
,
』

つ
の
學
風
の
完
成
を
示
し
て
み
る
。
定
家
は
、
淺
く
廣
く
、
、且
つ
暗
示
的
で
、
、大
き
い
未
完
成
的
存
在
で
あ
惹
。
中
世
の
文
學
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研
究
は
、
彼
よ
ゆ
發
展
し
て
み
る
ひ

四

中
世

の
日
本
文
學
研
究

局
間
二

　
中
世
の
文
學
研
究
は
、
鎌
倉
時
代
の
萬
葉
集
研
究
に
於
け
る
仙
覺
に

一
つ
の
頂
點
を
示
し
、
室
町
時
代
と
な
っ
て
は
、
物
語
研
究
が

盛
ん
と
な
っ
て
、

一
條
簑
良

に
、
そ
の
包
括
的
完
成
的
な
存
在
を
観
る
ρ
併
し
、
中
世
の
研
究
的
態
度
は
、
細
川
幽
齋
を
も
、

一
つ
の

頂
點
的
な
存
在
と
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
、
簑
良
よ
り
幽
齋
に
至
る
線
に
、
そ
の
清
澄
な
存
在
が
あ
る
。
そ
の
間

に
、
逍
遥
院
賞
隆
や
宗
祗
の
如
き
重
要
な
人
物
も
點
綴
せ
ら
れ
る
。
さ
う
し
て
、
北
村
季
吟
に
至
ゆ
、
眞

の
中
世
的
研
究
の
總
集
線
括

と
見
な
さ
れ
る
、
最
後
の
學
者
が
見
ら
れ
る
と
共
に
、
そ
の
研
究
は
鋭
い
光
茫
を
失
っ
て
、
逾
に
中
世
の
文
學
研
究
は
、
次
の
近
世
的

復
古
精
神
の
研
究

へ
と
席
を
譲
る
事
に
な
る
。

　
六
條
家
と
二
條
家
と
の
爭
ひ
は
、
六
條
家
既
に
没
落
し
て
人
な
く
、
二
條
家
の
門
流
は
、
そ
の
支
流
で
あ
る
、
京
極
冷
泉
家
と
相
爭

ふ
に
至
っ
た
・
か
つ
て
の
六
條
家
對
二
條
家
の
爭
ひ
は
、
前
者
が
主
智
的
な
學
問
研
究
の
態
度
で
あ
の
、
そ
れ
丈
け
藝
術
に
聾
し
て
、

理
智
的
常
識
的
で
あ
っ
た
に
對
し
て
、
後
者
は
、
藝
術
至
上
主
義
で
、
情
熱
的
で
あ
っ
た
。
即
ち
、智
識

對
藝

術
の
爭
ひ
で
あ
っ
た
が
、

今
の
↓
一條
家
数
京
極
冷
泉
家
の
爭
ひ
も
同
様
で
、
此
の
場
合
、
一
一條
家
は
、
智
的
態
度
で
あ
〃
、
京
極
冷
泉
家
は
藝
術
泯
の
態
度
で
あ

っ
た
。
京
極
冷
泉
家
で
は
、
二
條
家
の
組
、
俊
成
定
家

の
主
張
を
襲
う
て
み
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
二
條
家
で
は
、
定
家
の

一
面
な

る
古
典
研
究
の
智
的
態
度
を
特
に
強
張
し
て
、
自
家
の
態
度
と
し
た
。
さ
う
し
て
、

一
般
に
は
.
そ
の
常
識
的
態
度
が
理
解
し
易
い
の

で
歡
迎
せ
ら
れ
て
勢
力
が
あ
っ
た
が
、
實
賃
上
に
は
、
京
極
冷
泉
家

の
藝
術
派
に
及
ぶ
べ
く
も
な
か
っ
た
。
此
の
両
派
の
爭
ひ
が
.
多

丶



く
の
偽
書
を
生
じ
、
定
家
作
と
云
ふ
種
々
の
疑
問
の
書
を
生
ん
だ
。
夂
、
古
典
に
對
す
る
、
そ
れ
み
丶
の
講
本
を
も
異
に
す
る
に
蚕

ρ

た
。
例

へ
ば
、
一
一條
家
で
は
、
古
今
集

の
貞
縢
本
(
一
八
八
三
)、
即
ち
今
日
の
流
布
本
を
使
用
し
、
冷
泉
家
で
は
嘉
藤
本
(
一
八
八
六
)
を

用
廿
た
ち
し
い
。
定
家
の
子
爲
家
に
な
、
萬
葉
集
佳
詞
、
叉
、
古
今
集
、
後
撰
集
の
謹
書
等
が
あ
っ
た
..が
、
そ
の
研
究
上
の
気
力
も
薄

く
、根
據
も
脆
弱
で
、見
る
べ
き
業
蹟
は
な
い
。
最
早
、
政
争
に
結
び
つ
い
て
醜
い
爭
ひ
を
事
と
す
る
、
堂
上
歌
學
や
、
貴
族
の
學
問
に

は
、
到
底
権
威
あ
る
學
論
や
研
究
が
現
れ
る
筈
は
な
い
。
寧
ろ
、
公
卿
學
者
以
外
の
、
紳
道
家
僧
侶
の
如
き
宗
教
家
の
間
か
ら
、
立
派

な
研
究
が
現
れ
売
。
そ
れ
は
、
此
の
時
代
の
文
化
的
勢
力
を
、
さ
う
云
ふ
宗
教
家
が
占
め
て
み
た
、
時
代

の
歌
勢
に
拌
ひ
、
瓧
會
的
背

景
を
負
う
て
み
る
の
で
あ
る
o

　
卜
部
兼
文
な
古
事
記
に
裏
書
を
註
記
し
、(
こ
れ
は

「古
事
記
裏
書
注
之
」　
「古
事
記
上
巻
ノ
裏
書
云
」
な
ど
と
題
し
て
み
て
、
前
に

述

べ
た
裏
書

の
抄
出
の
形
式
を
明
に
留
の
て
る
る
)
、そ
の
子
卜
部
鹸
方

の
釋
日
本
紀
に
至
っ
て
は
、
従
来

の
日
本
書
紀

の
諸
註
を
大
成

し
、
別
に
新
見
識
を
示
し
て
、

一
新
機
軸
を
出
し
悔
も
の
。
文
字
の
音
訓
、
諸
本
の
異
同
、
語
意

の
釋
義
、
進
ん
で
歴
史
的
事
實
、
出

典
故
實

の
考
読
響
に
及
ん
で
み
る
點
は
、従
来
の
史
書
の
研
究
の
態
度
と
同
様
で
あ
る
が
、
尨
大
な
る
卷
數
と
、諸
説
の
網
羅
集
成
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

型
態
上
、
一
つ
の
完
成
的
な
時
期
を
示
す
功
労
が
あ
る
。
併
し
、釋
仙
覺

の
萬
葉
集
註
釋
に
見
ら
れ
る
、
精
到
さ
に
は
未
だ
及
ば
な
い
。

　
仙
覺
は
幼
少
よ
ゆ
萬
葉
研
究
に
志
し
て
、
十
三
の
年
か
ら
四
十
餘
の
年
ま
で
、
三
十
年
間
志
を
此
の
事

に
向
け
た
。
寛
元
三
年

(
一

九
9

つ
頃
よ
ゆ
將
軍
家

の
保
護

に
よ
っ
て
、
萬
葉
集
の
諸
本
を
捜
索
探
究
す
る
便
宜
を
得
、
寛
元
四
年
に
は
、
従
来
訓
點
の
な
い
歌
百

五
十
二
首
を
抄
出
し
て
、
こ
れ
に
薪
に
訓
を
附
し
た
、
こ
れ
が
即
ち
新
點
で
あ
る
。
此
の
頃
に
、
彼
は
萬
葉
集

の
校
本
を
作
っ
て
、
そ

の
文
字
の
異
同
を
検
討
す
る
事
忙
よ
り
、正
確
な
る
訓

へ
到
達
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
、そ
の
後
も
研
究
を
怠
ら
す
、
進
歩
し

　
　
　
　
　
　
　

日
本
文
箪
研
究
喪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
髄

P
　
　
'　

/
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=
四
　
　
　
　
　
　
　
-

た
親
し
い
智
識
に
よ
り
、
文
永
二
年

(
一
九
二
五
)
に
第
二
囘
の
校
本
を
作
っ
た
が
、
此
の
本
は
將
軍
宗
算
親
王
に
奉
っ
た
の
で
、
翌
三

年
に
叉

一
本
を
書
寫
し
た
。
こ
れ
が
今
日
傳

へ
ら
れ
る
仙
覺
本
萬
葉
集
で
、
世
に
流
布
す
る
萬
葉
集
は
、す

べ
て
こ
れ
か
ら
出
て
み
る
。

仙
覺
本
萬
葉
集
は
、
此
の
長
い
研
究
と
諸
本
の
校
訂
の
結
果
、
世
に
現
れ
た
も
の
で
、
最
も
權
威
的
な
書

と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
彼
は

こ
れ
に
附
し
た
訓
點
を
色
分
に
し
た
。
墨
は
舊
訓
、
青
は
舊
訓
を
仙
覺
が
改
訳
し
た
も
の
、
朱
は
仙
覺

の
薪
點
で
あ
る
o
叉
、
歌
の
頭

に
も
、
朱
の
圏
點
を
附
す
る
事
に
よ
っ
て
長
歌
を
標
し
、
青
の
圈
點
を
附
す
る
事
に
よ
っ
て
旋
頭
歌
を
標
す
る
等
の
用
意
を
忘
れ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

っ
た
。
墨
に
よ
っ
て
在
来
の
型
態
を
、
朱
青
色
に
よ
っ
て
、
白
H論
を
現
さ
う
と
し
た
も
の
で
、
實
に
細
か
く
注
意
が
行
き
届
い
て
み
る

點
は
、
仙
覺
の
學
問
上
の
用
意
の
周
到
な
る
も
の
を
思
は
せ
る
。
か
や
う
な
正
確
な
る
研
究
の
結
果
、
萬
葉
集
の
定
本
を
作
製
し
て
、

文
永
六
年
に
は
、
此
の
定
本
の
萬
葉
集
よ
り
、
難
解
歌
を
抄
出
し
、
こ
れ
に
可
成
ゆ
詳
し
い
註
釋
を
施
し
た
。
萬
葉
集
註
釋
、
即
ち
普

通
に
仙
覺
抄
と
云
は
れ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
萬
葉
集
の
眞
の
價
値
あ
る
註
釋
は
、こ
れ
を
始
と
す
る
。そ
の
中
に
は
、
舊
訓
を
批
判

し
、彼

の
定
め
た
改
訓
新
訓
の
理
論
根
據
の
説
述
さ
れ
て
る
る
所
も
數
多
く
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
注
意
す
べ
き
事
項
を
あ
げ
て
見
る
と
、

1
本
文
の
漢
字
と
訓
と
が
果
し
て
よ
く

一
致
す
る
や
否
や
G
2
舊
訓
に
よ
っ
て
果
し
て
歌
意
が
明
確
に
了
解
出
来
る
か
ど
う
か
。
3
語

の
用
例
が
他
に
あ
る
か
ど
う
か
。
4
歌
と
し
て
調
子
が
よ
い
か
ど
う
か
等
で
あ
る
。
例

へ
ば
、
1
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
卷
二
の
「秋
山

に
」
の
歌
に
關
し
、
そ
の
第
四
句

「
勿
散
亂
曾
」
の
字
に
對
し
て
、
古
點
で
は

「
ち
ゆ
な
み
だ
れ
そ
」
と
訓
ん
で
み
る
が
、仙
覺
は
「
古

點
ち
ゆ
な
み
だ
れ
そ
と
去
べ
く
ば
、

=
本
知
里
勿
亂
曾
と
註
す
べ
か
ら
す
。
し
か
れ
ば
、
是
は
、
な
ち
ゆ
み
だ
れ
そ
と
よ
む

べ
き
也
。

か
健
る
こ
と
な
く
ば
、
註
に

一
云
ち
ゆ
な
み
だ
れ
そ
と
云
べ
か
ら
ざ
る
が
故
也
」
と
記
し
、
4
の
問
題

に
つ
い
て
は
.
卷
三
の

「
し
か

の
あ
ま
は
」
の
歌
の
第
四
句

「
髪
梳
乃
小
櫛
」
に
つ
い
て
、

「此
の
歌
第
四
句
、
古
點
に
は
、
か
み
け
づ
り
の
を
ぐ
し
と
點
す
。
そ
の



嬋璽

爆

和

い
た
く
な
が
し
o
こ
れ
を
く
じ
ら
の
を
ぐ
し
と
和
す
べ
し
L
と
云
っ
て
み
る
が
如
き
例
で
あ
る
G
次
に
註
釋
の
態
度
と
し
て
は
、
塞

音
韻
相
通
論
を
し
ば
ノ
＼
説

い
て
み
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
新
し
い
國
學
者
に
ま
で
遙

に
影
響
を
與

へ
た
。
2
言
惣
慧
別
と
云
ふ
事

を
云
っ
た
。
言
葉
は
同
じ
く
て
も
、
用
ひ
る
箇
所

に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
っ
て
来
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
歌
詞
の
細
か
い
味
讀

を
意
味
し
て
み
る
。
3
特
に
重
要
な
の
は
、
從
來
、
語
句
の
斷
片
的
な
出
典
故
事

の
註
解
に
と
ど
ま

っ
て
み
た
の
が
、
歌
合
體
の
意
味

の
把
握
に
進
ん
で
来
た
事
で
、

一
首

の
歌
意
を
明
確
に
了
解
し
、
作
品
を
觀
賞
す
る
薦
め
に
は
、
重
要
な
進
歩
で
あ
る
。
4
諸
種
の
典

籍
の
引
用

に
よ
っ
て
、
考
證
的
態
度
を
取
っ
て
み
る
事
、
こ
れ
も
従
来
の
如
く
、
た
サ
原
文
の
例
示
の
み
に
と
讐
ま
ら
す
、
註
者
の
理

論
根
據
、
批
判
的
態
度
が
示
さ
れ
て
.

一
々
理
由
が
加

へ
ら
れ
て
る
る
。
萬
葉
集

の
成
立
の
問
題
を
論
じ
、
研
究

の
方
法
の
問
題
に
ふ

れ
て
み
る
事
も
、
す
ぐ
れ
た
論
考
と
し
て
、
以
前
の
註
釋
的
研
究
に
見
ら
れ
な
い
、
獨
創
的
で
、
且
つ
進
歩
し
た
態
度
が
あ
る
。
併
し

缺
點
も
少
く
な
い
。
一
地
理
的
知
識
の
鴃
乏
、
2
歴
史
的
變
遷
を
考

へ
す
、
3
革
張
附
會

の
考

へ
方
を
免

れ
す
、
4
文
法
的
観
念
の
不

正
確
等
が
主
な
る
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
仙
覺
に
つ
い
で
、
南
阿
の
名
も
、
萬
葉
學
者
と
し
て
あ
げ
て
お
く
必
要
が
あ
ら
う
。

　
源
氏
物
語

の
研
究
も
、
絶
え
ず
行
は
れ
て
、
水
原
抄
、
原
中
最
秘
抄
、
紫
明
抄

の
如
き
註
釋
書
が
出
た
が
、
そ
の
古
事
出
典
を
主
と

す
る
態
度
は
、
奥
入
を
さ
う
離
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
た
璽
語
句

の
解
釋
が
多
く
な
砂
、
且
つ
註
解
が
可
成
り
糖
蜜

に
な

っ
て
み
る
の

は

一
發
展
で
あ
る
。
就
中
、
河
海
抄
卷
五
に
引
用
す
る
所
に
よ
る
と
、
水
原
抄
は
、「
大
方

の
秋

の
別
も
悲
し
き
に
」

の
歌
に
つ
い
て
、

『
源
氏
二
首

つ
穿
け
て
よ
み
給
ふ
に
御
息
所

の
返
歌
な
き
如
何
L
と
云
ふ
や
う
な
、
内
容
に
關
す
る
批
評

の
言
な
ど
を
も
含
ん
で
み
る

點
は
、
註
釋
態
度
に
大
き
い
進
歩
を
見
る
。
併
し
、
源
氏
物
語
の
研
究
は
、
四
辻
善
成

の
河
海
抄
に
至
っ
て
完
成

の
一
時
期
が
劃
さ
れ

る
。
成
立

の
問
題
に
ふ
れ
、
註
解

の
詳
細
な
る
點
に
至
っ
て
は
、
從
來
觀
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
態
度
に
至
っ
て
は
、
従
来

の
源
庚

　
　
　
　
　
　
　

日
本
文
組
中研
究
慶
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ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

:
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

釋
、
奥
入
等
か
ら
発
展

し
た
、
考
證
的
客
観
的
態
度
を
離
れ
る
も
の
で
は
な
K
、
引
據
出
典
を
あ
ぐ
る
事
愈

々
詳
密
、
,寧
ろ
煩
雑
に
流

れ
た
所
さ
へ
見
ら
れ
る
。

一
.面
に
於
て
、
水
原
、
紫
明
、
そ
の
他
古
来

の
註
を
集
成

し
た
感
も
あ
っ
て
、
此
所
に
も

一
つ
の
完
成
的
功

果
を
観
る
。
特
に
、
止
め
書
に
至
っ
て
、
語
句

の
仮
名
書
に
漢
字
を
あ
て
て
意
を
示
す
事
が
盛
ん
と
な
ゆ
、
或
は
日
本
書
紀
等

の
古
訓

を
例
示
す
る
事
に
よ
っ
て
、
語
句

の
解
釋
に
資
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
多

い
。
こ
れ
は
、
紫
明
抄
等
に
も
既
に
少
數
見
ら
れ
た
所
で
あ

る
が
、
河
海
抄
や
、
こ
れ
と
時
を
同
じ
う
す
る
、
仙
源
抄
、
或
ひ
は
善
成

の
聞
書
な
る
千
鳥
掛
等
に
見
ら
れ
る
著
し
い
現
象
で
あ
る
。

此

の
風
は
自
後

の
舊
註
に
大
き
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
典
據
に
誤
が
あ
り
、
或
ひ
は
、
そ

の
擧
げ
て
み
る
典
籍
に
、
例

示
さ
れ
た
所
の
文
字
や
訓

の
發
見
出
楽
な
い
や
う
な
例
が
多
く
あ
る
に
も
關
は
ら
す
、
前
書
後
書
受
け
グ

い
で
、
舊
註
に
は
何
ら

こ
れ

を
訂
正
す
る
も
の
な
く
、
新
註

の
勃
興
ま
で
、
此

の
態
度
が
盲
襲
せ
ら
れ
て
る
た
の
で
あ
る
o

　
鎌
倉
時
代
に
沈
滞
し
て
み
た
堂
上
公
卿

の
學
者
は
、
室
町
時
代
に
至
っ
て
、
政
争
よ
り
離
れ
て
、
そ
の
閑
暇
と
、
學
問
研
究
に
恵
ま

れ
た
環
境
よ
り
、
す
ぐ
れ
た
研
究
業
磧
を
出
す
に
至
っ
た
。
善
成
の
如
き
は
、
そ
の
先
駆
者
で
あ
る
が
馬

一
條
蓑
良
に
至
っ
て
、
學
界

の
中
心
人
物
と
も
云
ふ
べ
き
偉
大
な
存
在
を
見
る
。
そ
の
著
は
花
鳥
餘
情
、
伊
勢
物
語
愚
見
抄
、
古
今
集
童
蒙
抄
、
日
本
書
紀
纂
疏
、

梁
塵
愚
案
抄
等
、
あ
ら
ゆ
る
方
面

の
研
究
に
及
ん
で
み
る
。
そ
の
學
識
は
、
内
典
外
典
、
儒
教
思
想
佛
教
思
想
ま
で
も
極
め
た
。
從
っ

て
考
證
學
に
は
最
も
合
通
な
博
學
者
で
あ
砂
、
精
勵
恪
勤
亦
學
者
に
ふ
さ
は
し
い
風
格
が
あ
っ
た
。
花
鳥
餘
情
は
、
そ
の
代
表
的
著
述

で
あ
る
が
、
河
海
抄

の
態
度
を
多
く
出
る
も
の
で
は
な
弋
、
時
と
し
て
は
、
同
書
卷
廿
七
に
あ
る
、
六
條
院
が
入
道
宮
に

「
き
ん
の
ふ

二
卷
」
を
奉

っ
た
事
を
も
つ
て
、「天
暦
三
年
右
大
臣
捧
下先
皇
賜
二
勤
子
内
親
王
一箏
譜
三
審
上
」
云
々
な
る
典
據
を
記
し
、「
こ
れ
に
よ
り

て
、
延
喜

の
勤
子
内
親
王
に
た
ま
は
せ
給

へ
る
箏
譜
を
た
て
ま
つ
ひ
給
し
事
を
、
今

の
物
語
に
六
條
院

の
女
三
宮
に
た
て
ま
つ
ゆ
給
し



!
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琴

の
譜
に
か
き
な
せ
る
な
砂
。
河
海
等

の
諸
抄
に
も
み
え
ざ
る
こ
と
な
ゆ
」
と
誇

っ
て
も
、
そ
れ
は
準
據

の
説
明
に
、
煩
雑
な

一
資
料

を
加

へ
た
に
と
穿
ま
り
、
作
品
の
中
心
構
想

の
解
釋
に
も
、
語
句

の
解
釋
に
す
ら
も
、
何
ら
の
足
し
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
、

彼

の
註
釋
書
と
し
て
は
、
伊
勢
物
語
愚
見
抄

の
方
が
、
す
ぐ
れ
て
み
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
此

の
物
語

に
對
す
る
從
來

の
典
據
考

證

の
態
度
を
離
れ
て
、

語
句

の
註
釋
を
主
と
し
、

長
い
文
章
を
全
體
的
に
解
釋
し
ょ
う
と
し
.

或
ひ
は
文
章
の
裏
面
に
び
そ
ん
で
み

る
、
精
神
を
讀
み
取
ら
う
と
し
た
、
進
ん
だ
態
度
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例

へ
ば
、「
男
ち
か
う
あ
り
け
ゆ
」

の
句
を
解
釋
し
て
、

「
女

の
は
し
ぢ
か
な
る
を
い
ふ
。
男
に
お
そ
れ
ぬ
心
な
り
」
な
ど
と
云
ふ
、
心
理
的
解
釋
に
ま
で
進
ん
で
み
る

の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

梁
塵
愚
案
抄
な
ど
に
も
、
断
片
的
な
語
句

の
解
釋
に
終
ら
す
、

一
書
を
全
體
的
に
掴
ま
う
と
云
ふ
心
持
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
野
象

の
精
神
に
肉
迫
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
彼

の
研
究
態
度
に
生
命
を
與

へ
て
る
る
。
勿
論
解
釋
に
誤
謬

の
多
い
事
を
免
れ
な

か
っ
た
の
は
、
未
だ
画
譜
意
識

の
浅
く
、
語
法
観
念

の
不
正
確
な
時
代

の
事
と
て
、
致
し
方

の
な
い
現
象
で
あ
る
。
三
條
西
實
隆
、
飛

鳥
井
榮
雅

の
如
き
歌
人
、
學
者
、
或
ひ
は
、
宗
祗
、
猪
苗
代
裳
載
等
を
も
つ
て
代
表

せ
ら
れ
る
連
歌
師

の
、
萬
葉
、
古
今
、
伊
勢
、
源

氏
等
の
研
究
も
、
そ
れ
ん
丶
可
成
ゆ
の
業
績
を
殘
し
て
み
る
。
細
川
幽
齋
は
學
問
の
方
に
於
て
も
指
導
的
位
置
に
あ
っ
た
。
彼

の
奥
書

を
持
つ
古
寫
本
、
僻
書
の
類
は
數
が
多
い
。
併
し
、
實
際

の
研
究
業
蹟
と
し
て
は
、
伊
勢
物
語
闕
疑
抄

の
如

き
纒
ま
っ
た
著
書
は
極
め

て
僅
少
で
、
中
院
通
勝
を
し
て
、
岷
江
入
楚
の
如
き
大
著
を
完
成
せ
し
め
た

の
が
著
し
い
功
跡
で
あ
る
。
通
勝
も
亦

一
代

の
學
匠
と
し

て
、

堂
上
方
に
珍
し
い
識
見
と
覇
気
と
を
有
し
、

也
足
叟
素
念

(通
勝

の
號
)

の
奥
書
識
語
を
持

つ
寫
本
、

研
究
書
類
も

亦
少
く
な

い
。
源
氏
の
他
、
竹
取
、
伊
勢
等
に
及
び
、
伊
勢
物
語
聞
書
や
徒
然
草
壽
分
院
抄
等
、
そ
の
功
に
よ
っ
て
今
日
に
傳

へ
ら
れ
た
書
も
數

多
く
散
見
す
る
。
就
中
、
慶
長
年
中
、
所
謂
嵯
峨
本
の
開
板
に
参
加
し
て
、
古
典

の
普
及
に
努
力
し
た
事
は
、
彼

の
没
す
べ
か
ら
ざ

る
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一
日
ハ

文
化
的
功
績
で
あ
る
。

　
室
町
時
代

の
作
品
研
究
が
、
全
體
を
掴
ま
う
と
す
る
態
度
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
梗
概
書

の
頻
出
に
よ
っ
て
も
、

こ
れ
を
知
る
事
が
出

來
る
。
源
氏
小
鏡
(藤
原
長
親
)、
源
氏
物
語
提

要
へ
今
川
範
政
)、
源
氏
大
鏡

の
如
き
名
著
は
、
何
れ
も
此

の
時
代
に
現
れ
た
。
尤
も
、
源

氏
小
鏡

の
如
き
は
、
連
歌

の
歌
詞
や
そ
の
附
合

の
研
究
上
に
、
源
氏
物
語
に
通
暁
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
薦
め
の
作
法
書
と

し
て
の
性
質
が
、
内
容

の
中
に
多
分
に
存
し
、
至
る
所
に
連
歌
に
關
す
る
注
意
が
加

へ
ら
れ
て
る
る
事
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
夜
半

の
寢
覺

の
梗
概
書
、
狭
衣
物
語

の
作
り
替
等
、

多
く
、
此

の
時
代

の
作
爲
で
あ
ら
う
。

遒
遙
院
實
隆
、
及
び
そ
の
教
を
受
け
た
門
流

や
、
連
歌
師
等
に
よ
っ
て
、
狹
衣
下
紐
や
年
立
や
狹
衣
文
談
、
鈔
の
類

の
、
狭
衣
物
語

の
研
究
が
新
し
く
若
手
せ
ら
れ
、
枕
草
子
も
次

第
に
注
意
を
引
く
な
ど
、
研
究

の
方
法
も
、
對
象

の
範
囲
も
、
次
第
に
廣
汎
と
な
っ
て
来
た
。
仙
源
抄

の
如

き
、
萬
葉
見
安

の
如
き
、

辭
書
的
研
究
も
起
ゆ
、
叉
、
辭
書
的
研
究
と
平
行
す
べ
き
索
引
目
録

の
研
究
、
分
類
的
研
究
も
亦
和
歌

の
側

に
於
て
著
し
い
。
尤
も
、

萬
葉
集

の
分
類
的
研
究
は
、
早
く
平
安
朝
末
に
、
類
聚
古
集
、
古
葉
暑
類
聚
抄

の
如
き
が
あ
っ
た
が
、
此

の
時
代
に
至
ゆ
、
中
御
門
宣

.

胤
の
萬
葉
類
葉
抄

の
如
き
が
現
れ
て
更
に
、
八
代
集

の
分
類
研
究
に
も
、
着
手
せ
ら
れ
た
も
の
が
あ
砂
、

一
方
、
勅
撰
作
者
部
類

の
如

き
、
索
引
を
か
ね
た
作
家
人
名
辭
其
式
の
書
も
出
で
た
。
或
は
、
源
氏
や
狭
衣

の
詳
密
な
系
圖
、
年
立
等
、
内
容
的
研
究

の
成
果
が
、

縷

々
と
出
で
、
こ
れ
は
何
れ
も
、

一
條
衾
良
や
三
條
面
責
隆

の
如
き
碩
學
に
よ
っ
て
、
進
め
ら
れ
た
所
、
そ

の
全
般
的
總
體
的
研
究

の

進
出
が
著
し
い
。
叉
、
無
名
草
子
や
源
氏
解
等
に
見
ら
れ
る
、
物
語

の
批
評
的
文
學
論
的
研
究
も
、
中
世

の
物
語
研
究

の
顯
著
な
る
特

徴
と
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
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江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
舊
註
よ
り
出
で
た
研
究
者
の
中
で
も
、
徒
然
草
の
註
釋
奈
倶
佐
美
草
の
著
あ
る
松
永
貞
徳
、
源
氏
綱
目
や
源
'

ノ



一

義
辨
引
抄
の
著
あ
る

一
華
堂
切
臨
、
枕
草
子
0
研
究
者
、
加
藤
盤
齋
、
岡
西
惟
中
等
注
意
す
べ
き
も
の
が
少
く
な
く
、
連
歌
、
和
歌
、

俳
諧
の
参
考
書
と
し
て
、
古
典
を
研
究
す
る
と
云
ふ
態
度
は
、
舊
註

に
共
通
の
傾
向
と
し
て
、
此
の
當
時
に
も
な
ほ
殘
存

し

て

み

た

が
、
特
に
、
加
藤
盤
齋

の
枕
草
子
抄
に
至
っ
て
は
為
そ
の
考
證
的
研
究
・
舊
諡
打
破
の
態
度
、
章
段
の
分
類
に
よ
っ
て
内
容
を
確
實
に

把
握
せ
ん
と
す
る
方
法
悔
或
ひ
は
、
'「
な
り
ゆ
く
山
ぎ
な
と
う
つ
る
丈
體
奇
妙
也
」
と
記
し
た
や
う
な
観
賞
的
態
度
等
、
新
註
と
云
っ

て
も
少
し
も
差
支

へ
な
い
や
う
な
特
色
が
見
ら
れ
て
、
た
野
、
師
承
俾
統
上
貞
徳
門
の
彼
を
舊
派
に
置
く
と
し
て
も
、
此
の
時
既
に
、

薪
研
究

の
起
る
機
運
、
素
地
は
充
分
に
出
來

て
る
た
の
で
あ
る
。
岡
西
惟
中

の
清
少
納
一言
枕
草
子
傍
註
は
、
舊
來
の
考
證
的
態
度
で
舊

套
を
襲
う
て
み
る
が
、
傍
註
に
よ
る
セ
ン
テ
ン
ス
に
注
意
し
た
解
釋
は
同
時
代
の
北
村
季
吟
の
方
法
と
同

一
で
あ
り
、
就
中
、
圖
解
に

よ
る
可
覗
的
直
覺
的
解
釋

の
先
驅
と
し
て
・
注
意
す
る
に
足
る
。

　
此

の
時
代
に
、
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
皇
室

に
學
問
の
御
研
究
の
盛
ん
と
な

っ
た
事
で
あ
る
。
至
尊
の
御
身
の
上
で
も
、
早
く
、
不

安
朝
未
に
、
歌
學
に
關
す
る
百
科
辭
書
と
も
云
ふ
べ
き
八
雲
御
抄
を
著
さ
れ
た
順
徳
院
、
南
北
朝
時
代
に
は
、
源
氏
辭
書
の
嚆
矢
仙
源

抄
の
名
著
を
著
さ
れ
た
長
慶
院
の
如
き
方
々
が
あ
ら
せ
ら
れ
た
が
・
江
戸
時
代

に
入
っ
て
は
、
後
勝
成
院

に
伊
勢
物
語
愚
案
抄
、
後
水

尾
院

に
、
伊
勢
物
語
勅
講
抄
、
源
氏
の
註
布
勢
屋
乃
塵
等
の
御
著
あ
り
、
叉
、
源
氏
文
字
ぐ
さ
り
も
、
兩
帝
の
御
撰
と
云
ひ
、
後
面
院

帝
、
靈
元
帝
も
好
學
の
御
心
が
あ
っ
て
、
古
典
の
講
述
に
心
を
傾
け
ら
れ
た
帝
が
代

々
纏
い
て
出
で
給
う
た
の
は
、
最
も
著
し
い
事
で

あ
る
Q
八
條
宮
智
仁
親
王
の
御
名
も
、
近
世
に
於
け
る
宮
廷
歌
學

の
組
と
し
て
、
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
北
村
季
吟
が
來
る
。
そ
の
諸
註
諸
説

の
集
成
的
態
度
、
廣
汎
な
る
研
究
範
囲
、
濫
り
に
私
説
を
差
挿
ま
な
い
温
和
な
常
識
的

　
/

態
度
、
古
典
を
平
易
に
了
解
し
易
く
普
及
せ
し
め
よ
う
と
云
ふ
教
育
的
態
度
、
し
か
も
、
連
歌
師
と
し
て
、
研
究
を
歌
作
に
利
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　

日
本
文
單
研
究
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
網九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇

事
を
も
忘
れ
な
い
功
利
的
態
度
等
、

一
と
し
て
、
舊
泯
的
研
究

の
圓
熟
老
成
し
た
る
を
示
さ
な
い
も
の
は
な
い
。
そ
の
子
孫
よ
り
、
梗

概
書
源
氏
物
語
忍
草
の
著
者
北
村
湖
春
や
、
系
圖
年
表
の
書
源
氏
物
語
壷
草
の
著
者
北
村
久
備
が
出
た
の
も
、
此
の
舊
派
的
態
度
の
延

長
で
あ
っ
て
、
梗
概
、
年
立
系
圖
は
、
既
に
室
町
時
代
に
も
充
分
研
究
せ
ら
れ

て
る
た
事
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
此
の

一
家

の
集
成
的
手

腕
に
よ
っ
て
、

極
め
て
手
際
よ
く
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
。
故
に
、

北
村
季
吟
の
等
身
の
撰
述
と
共
に
・

舊
註
よ

り
出
で
た
書
と
し
て

は
、
最
も
便
利
な
良
書
と
し
て
、
世
に
推
稱
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
併
し
、
舊
封
建
時
代
の
事
大
主
義
と
共
に
、
長
い
傳
統
を
持
つ

常
識
的
な
温
和
な
理
智
的
態
度
は
最
早
捨
て
ら
れ
て
よ
い
。
若

々
し
い
熱
情
と
意
氣
と
を
持
つ
、
町
人
の
自
由
な
學
問
が
、
新
し
く
生

れ
て
來
る
べ
き
時
運
に
際
會
し
て
み
た
。
す

べ
て
の
傳
統
を
破
り
、
舊
読
の
師
承
主
義
に
反
抗
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
時
は
元
祿
時
代
で

あ
る
o

五
　
近
世
の
日
本
文
學
研
究

　
近
世
の
學
問
も
、
發
足
點
に
於
て
は
、
舊
時
代
の
學
問
と
軌
を

一
に
し
て
み
た
。
第

一
に
、
そ
れ
は
歌

學
の
補
助
と
し
て
發
達
し
た

も

の
で
あ
る
。
歌
道
の
舊
破
的
態
度
を
打
破
し
、
萬
葉
主
義
に
歸
る
手
段
と
し
て
、
古
典
の
再
検
討
が
行

は
れ
た
。
こ
れ
が
近
世
の
學

問
を
發
逹
さ
せ
た

一
因
で
あ
る
。
第
二
に
、
舊
時
代
の
學
問
は
、
典
據
引
用
を
主
と
し
て
、
考
證
的
客
観
的
態
度
で
あ
っ
た
。
此

の
點

に
於
て
も
、
近
世
の
學
問
の
研
究
方
法
は
同

一
で
あ
っ
た
。
た
f
、
舊
時
代
よ
り
も
新
資
料
の
發
見
に
よ

っ
て
、
材
料
の
豊
富
な
る
と

思
考
の
方
法

の
精
緻
な
る
と
、
そ
れ
ら
の
點
よ
り
し
て

一
層
結
論
が
確
實
と
な
り
、
研
究
の
態
度
も
純

一
と
な
り
、
學
術
的

に

一
麿

の

進
歩
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。
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此
の
點
に
於
て
、
中
世
の
學
問
の
最
高
峯
、
仙
覺
に
類
す
る
態
度
を
、
近
世
の
學
問
の
初
頭
に
當

っ
て
、
契
沖
に
認
め
ら
れ
る
。
彼

は
、
そ
の
研
究
の
多
方
面
な
る
所
に
、
先
づ
撲
れ
た
力
量
を
發
揮
し
て
み
る
。
萬
薬
代
匠
記
を
主
著
と
し
て
、
記
紀
歌
謡
よ
り
、
伊
勢
、

源
氏
、
古
今
等
の
歌
集
、
神
樂
催
馬
楽
の
類
ま
で
に
及
ぶ
。
何
れ
も
、
註
釋
、研
究
の
何
ら
か
の
業
蹟
を
殘

し
て
み
る
。
彼
の
強
味
は
、

本
邦
の
古
典
、
漢
籍
に
通
じ
た
る
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
僧
侶
と
し
て
、
佛
學
と
共
に
、
悉
曇
音
韻
の
學
に
も
通
じ
て
み
た
事
こ
れ
で

あ
る
。
萬
薬
代
匠
記
總
釋

(精
摸
本
)
の

「
集
中
假
名
ノ
事
」
の
條
項
に
・.
そ
の
悉
曇
の
智
識
は

詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
み
て
、
そ
こ
に

掲
げ
ら
れ
た
、
五
十
音
圖
は

「
梵
文
ノ
法

二
淮
ラ

ヘ
テ
、
和
字
ヲ
モ
テ
五
十
音
ノ
様

ヲ
圖
」
し
た
も
の
で
あ
り
、
和
字
正
濫
抄
の
五
十

音
圖
が

「
右

の
鬪
梵
文
に
準
ら

へ
て
作
」
ら
れ
た
の
と
同
様

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
合
成
文
字
な
る
假
名
文
字
を
、
更
に
、
發
音
的
に
音

韻
を
精
細
に
考

へ
る
事
が
出
來
、
同
じ
僧
侶
の
出
と
し
て
、
悉
曇

の
智
識
が
あ
っ
た
仙
覺
に
既

に
見
え
て
み
た
音
韻
相
通
論
が
、

一
層

精
緻
と
な
っ
て
、學
術
的
に
應
用
す
る
基
礎
が
そ
こ
に
築
か
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、歴
史
假
名
造
が
、
此
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て

確
立
せ
ら
れ
た
の
は
、
學
術
上
に
於
け
る
彼
の
偉
大
な
る
功
績
で
あ
る
。
更
に
、
智
識

の
範
囲
が
廣
く
な
り
、
資
料
蒐
集
の
數
の
増
加

に
よ
っ
て
、
歸
納
的
研
究
が
、

回
暦
學
術
的
な
正
確
に
近
づ
い
て
み
る
事
は
、
次
の
比
較
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
萬
葉
集
の
書
名
の

説
明
に
關
し
て
、
仙
覺
は

「
よ
う
つ
の
こ
と
の
葉
」
の
義
と
し
て
、
引
く
所
懐
に
毛
詩
序
、
古
今
集
真
名
序
、
及
び
假
名
序
に
過
ぎ
な

い
が
、そ
れ
は
萬
葉
の
語
を
解
す
る
資
料
と
し
て
は
薄
弱
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
從
っ
て
、
こ
れ
か
ら
、
決
定
的
な
解
釋
を
期
待
す
る

事
は
出
來
な
い
。
契
沖
に
至

っ
て
は
、
萬
は
物

の
多
い
義
と
し
て
、
史
記
、
左
傳
、
莊
子
等
を
引
き
、
葉

の
義

に
は
、
二
つ
あ
り
と
し
、

一
は
葉
は
世
の
意
と
し
て
、
毛
萇
の
詩
傳
、
文
選

の
左
太
仲
の
呉
都
賦
、
劉
現
の
勧
進
表
、
顏
延
年

の
赭
白
馬
賦
、
同
じ
く
曲
水
賦
、

令
義
解
、
古
語
拾
遺
、
元
享
釋
書
に
至
る
ま
で
を
引
き
、
二
に
、
葉
は
歌

の
意
と
し
て
、
釋
名
を
引
い
た
。
何
れ
も
用
例
と
し
て
適
確
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一
二
ニ

で
あ
り
、
問
題
の
焦
點
に
當
っ

て
み
る
と
共
に
、
個
々
の
文
字

の
意
に
つ
い
て
考

へ
た
の
は
、
分
類
の
詳
し

い
事
を
思
は
せ
る
。
今
日

此

の
語
が
萬
世
の
意
と
確
定
せ
ら
れ
た
如
き
は
、
既
に
契
沖
の
豊
富
な
引
例
に
そ
の
惠
澤
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
本
文
批
評
に
於
て
、

抽
籤

の
見
な
か
っ
た
豊
富
な
諸
本
の
検
討

に
よ
り
、
正
確
な
訓
點
を
得
て
、
仙
覺
の
誤
を
正
し
、
足
ら
ざ

る
を
補
っ
た
例
は
多
々
存
す

る
。
契
沖
の
此

の
事
物
を
詳
細
に
分
け
て
思
考
す
る
方
法
は
、

そ
の
著
書
の
各
方
面
に
見
ら
れ
る
が
、

萬
薬
代
匠
記
總
釋

(精
撰
本
)

に
、
歌
數
、
作
者
、
地
機
、
天
象
詞
類
、
詠
人
名
歌
類
、
神
代
類
語
大
概
、
仙
家
詞
類
、

釋
教
類
詞
、

儒
教
歌
類
、
有
二
老
荘
之
趣
哺

歌
類
、
非
常
者
詠
歌
類
、
屬
禁
裏
詞
類
、
人
倫
、
鳥
獣
蟲
魚
、
草
木
、
食
服
藩
財
等
類
、
漁
獵
詞
類
.
舍
宅
詞
類
、
田
家
詞
、
器
材
類
、

車
類
,
馬
類
,
牛
類
,
有
罵
詈
詞
類
、
名
典
物
歌
類
、
地
名
、
枕
詞
等
詳
細
に
分

っ
て
、
或
部
分
は
伊
呂
波
分
と
な
し
、
そ
の
出
典
の

丁
數
、
語
例
を
あ
げ
て
極
め
て
詳
細
な
る
分
類
を
試
み
て
み
る
の
は
、前
人
未
發

の
研
究
で
あ
る
と
共

に
、
後
代

に
至
大
な
る
影
響
を
與

へ
て
る
る
所
で
、
後

の
此

の
種

の
研
究
は
契
沖
に
起
る
と
云
っ
て
差
支

へ
な
く
、
萬
葉
集
古
義
の
附
録
の
如
き
、
契
沖

の
此
の
研
究
よ

り
出
て
み
る
事
は
否
ま
れ
な

い
。
或

ぴ
は
、
釋
教

、
儒
教
、
老
荘

の
如
き
思
想
方
面
に
ま
で
も
わ
た
り
、
凡
そ
萬
葉
學
上
、
分
類
的
に

考

へ
ら
れ
る
諸
種
の
問
題
を
掲
げ

て
典
據
を
示
し
て
み
る
所
は
、
そ
の
分
類
學
、或
は
形
態
學
上
に
精
緻
無
類
の
思
考
力
が
見
ら
れ
る
。

　

か
や
う
に
腓
例
の
豊
富
確
實
な
事
、
分
類
的
思
考

の
詳
し

い
事
に
加

へ
て
、
水
戸
光
圀

の
保
護

の
も
と
に
、
諸
本
校
訂
の
精
密
な
る

事
業
を
な
し
と
げ
て
、
偉
大
な
る
學
街
上
の
成
果
を
收
め
得
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
ひ
と
り
萬
葉
集

の
み
な
ら
す
、
物
語
日
記
歌
集

等
、
中
世
以
前

の
文
學
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
及
ん
で
み
る
。
夫
木
和
歌
抄
の
錯
亂

の
批
判

の
如
き
、
彼
に
よ
っ
て
始
め
て
考

へ
ら
れ
た

所
で
、
そ
の
材
料
の
廣
範
囲
な

の
は
、
か

つ
て
見
ざ
る
盛
観
で
あ
る
げ
要
す
る
に
客
観
的
歸
納
的
研
究
と
し
て
は
、
近
世
の
文
學
研
究

中
島
最
も
偉
大
な
る
存
在
で
あ
る
o

此
所

に
至

っ
て
、

研
究
方
法
は
、
舊
來

の
徒
ら
な
る
舊
読
繼
承
の
因
習
的
態
度
を
打
破
し
、

原



一
O

典
儀
據
、
新
設
確
立
の
旗
幟

の
も
と
に
、

一
大
回
轉
を
試
み
た
。
古
典
に
復
歸
し
、
原
文
に
直
接
に
つ
い
て
考

へ
る
事
に
よ
っ
て
、
後

代
の
誤

っ
た
考

へ
方
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
彼

の
先
輩
下
河
邏
長
流
は
、
契
沖
に
暗
示
的
感

化
を
與

へ
た
が
、
暗
示
以
上

の
大
き
い
業
蹟
は
認
め
ら
れ
な
い
。
併
し
、
此
所
に
至

っ
て
、
最
早
舊
時
代
の
研
究
ば
全
く
光
明
を
失
ひ
、
此
の
新
し
い
太
陽
の
も
と

に
古
典
の
研
究
は

一
新
せ
ら
れ
た
。
爾
後
は
、
た
ぼ
契
沖

の
感
化
の
も
と
に
、
研
究
の
進
歩
が
促
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
所
に
復
古
精

禪
の
國
學
、
新
文
化
主
義
の
學
問
が
發
詳
し
た
。

　
併
し
、
契
沖
の
感
化
の
も
と
に
立

つ
た
、偉
大
な
る
學
者
、荷
田
春
滿
に
至

っ
て
ば
、
そ
の
文
化
的
な
復
古
精
神
に
は
契
冲
と
何
ら
異

な
る
所
な
く
、
寧
ろ
そ
の
點
ば
甚
だ
急
進
的
と
な
っ
て
、
宗
教
的
な
信
仰
に
ま
で
發
達
す
る
傾
向
を
見
せ
て
み
る
が
、
外
貌
に
は

一
見

異
な
る
外
観
を
呈
し
た
。

殊
に
著
し
き
は
、

そ
の
主
観
的
態
度
で
あ
る
。

例

へ
ば
萬
葉
集
の
護
法
に
關
し
て
、

彼
は
自
家

の
考

へ
及

ぶ
極

々
な
る
訓
方
を
出
し
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
確
實
な
る
傍
證
あ
る
も
の
で
な
く
、
常
識
的
に
或
は
經
驗
的
に
考

へ
及
ぶ
思
ひ
付
き

を
述
べ
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
中
に
は
、
獨
創
自
由

の
新
國
學
を
誤
解
し
癒
結
果
、
餘
り
に
奔
放
な
奇
矯
に
差
せ
た
訓
も
多
く
存

し
が丶

主
観
主
義
の
弊
害
に
堕
し
て
み
る
。
し
か
も
、
萬
葉
集
僻
案
抄
に

ハ,み
く
さ
か
る
荒
野
に
は
あ
れ
ど
」
の
歌
を
解
し
て

「僻
案

は
、
葉

の
字
の
上
黄
の
字
有
し
を
、
轉
寫

の
時
失

へ
る
な
る
べ
し
」
と
云
っ
て
、
契
沖
の
發
明
の
読
を
そ
の
ま
ふ
盗
用
し
て
み
る
が
如

き
は
、
考
證
的
歸
能
的
思
考
力
の
、
彼
に
缺
乏
し
て
る
る
の
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

一
面
、
同
じ
時
の

「東

の
野
に
陽
炎
の
立
つ
見

え
て
」

の
歌
を
解
し
て
、「
此
夜
月
の
夜
と
み
え
た
れ
ば
、
あ
く
る
も
し
ら
す
打
な
が
め
た
る
に
、
烟
を
み
て
明
が
た
を
し
り
て
、
か

へ

り
見
せ
ら
れ
た
る
さ
ま
.
あ
は
れ
か
ぎ
り
な
し
」
と
歌
の
情
緒
を
評
し
た
る
は
、
彼
の
主
観
的
情
緒
的
態
度
を
見
る
事
が
出
來
る
o
要

す
る
に
、
彼
は
單
な
る
書
痴
派
的
な
學
者
で
は
な
く
し
て
、
實
行
家
教
育
者
で
あ

っ
た
。
伊
勢
物
語
童
子
問
や
萬
葉
集
童
子
問
に
馳
え
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一
二
回

る
襞

的
態
度
・
同
じ
く
僻
案
抄
に
も
旻

る
裔

の
問
答
的
方
法
は
、
此
の
實
行
家
と
し
て
の
雑

方
法
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

舊
時
代
に
・
呆

紀
私
記
姦

め
と
し
て
仙
覺
の
註
に
も
既
に
取
ら
れ
て
み
た
所
の
、
黌
翌
・
及
に
は
便
利
な
蕀

上
の
警

的
方
法

で
め
っ
た
・
こ
れ
を
春
滿
は
利
用
し
た
の
で
あ
る
・
此
の
點
に
於
て
生

面
舊
時
代

へ
逆
行
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
だ
新

時
代
の
研

究
售

由
で
固
定
的
で
な
い
所
に
あ
る
・
霞

此
の
新
精
神
を
體
驗
し
て
み
た
か
ら
、
舊
時
代
の
蕀

の
長
所
を
新
し
く
生
か
し
て
、

自
己
の
實
行
的
方
法
の
補
助
と
し
た
・
契
沖
の
如
き
書
齋
的
響

の
み
で
は
、
瓧
會
に
力
強
く
灘

代
の
研
究
の
勢
力
を
伸
長
す
る
事

が
出
來
な
い
・
そ
の
霧

に
は
・
契
沖
の
門
弟
と
し
て
數

へ
ら
れ
る
學
霞

、
若
沖
、
今
井
似
閑
篷

だ
少
數
に
過
ぎ
な
い
。
春
溏

至
っ
て
・
薪
時
代
の
研
究
が
長
足
に
勢
力
を
震

せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
彼
藻

學
に
對
抗
す
る
爲
の
、
國
學
校
の
創
立
を
企
圖
し
て

運
動
に
霊
力
し
た
事
は
、
そ
の
實
行
家
教
育
家
と
し
て
の
面
目
を
最
も
よ
く
顯
し
て
み

る
。

彼

の
主
観
的
傾
向
は
・
賀
茂
眞
淵
に
よ
っ
て
、
繼
馨

ら
れ
た
。
た
穿
春
滿
程
靉

で
な
く
、
學
術
的

な
正
統
主
義

に
立
歸

っ
て
み

る
所

に
進
歩
が
見
ら
れ
攴

春
滿
よ
り
も
價
値
あ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
の
研
究
の
領
域
の
廣
大
な
る
事
は
、
契
沖
に
匹
敵
す
る
も
の
が

あ
る
。
併
し
・
研
究
の
態
度
に
至

っ
て
は
、
全
く
契
沖
と
は
反
對
で
、
彼
に
聾
し
て
、
こ
れ
は
主
觀
的
演
繹
的
態
度
を
取
っ
て
み
る
。

一
の
信
念
が
あ

っ
て
・
そ
の
信
念
よ
り
、
研
究
が
導
き
出
さ
れ
る
。
從
っ
て
眞
淵
の
研
究
態
度
は
、
實
證
的
で
な
く
、観
念
的
で
あ
る
。

彼
の
信
念
と
云
ふ
の
は
・
五
意
考
の
中
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
み
る
。「唐
國
の
學
び
は
、
英
雄
人
の
心
も
て
、
作
れ
る
も
の
な
れ
ば
、
氣

々
に
た
ば
か
り
有
二

心
嚢

し
・
我
す
べ
ら
御
国
の
、
古

へ
の
道
は
、
天
地
の
ま
に
一

丸
奉

ら
か
に
し
て
、
人
の
心
詞
に
、

い

ひ
つ
く
し
が
た
け
れ
ば
・
後

の
人
・
知
え
が
た
し
」
(国
憲
考
)。漢
學
に
對
す
る
古
道
、
こ
れ
が
彼
の
信
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
天
然
自

鬱

導

あ
る
・
繁
縷
を
厭
禽

明
義

で
あ
る
。
理
屈
よ
り
も
直
観
を
貴
ぶ
。
儀
禮
を
排
し
、書

な
る
眞
心
、
誠
を
基
調
と
す
る
。



從

っ
て
、
そ
の
道
は
、
自
然
に
禽
得
す

べ
く
、
典
據
引
例
等
に
よ
る
仰
山
な
説
明
を
事
と
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
。
か
や
う
に
し
て
、

古
道
の
體
得
に
は
古
典
の
研
究
を
も
つ
て
最
も
重
要
で
あ
る
と
し
た
が
、
併
し
そ
の
説
明
は
、
契
沖
の
如
く
、
考
證
主
義
を
事
と
す
る

の
で
は
な
い
。
反
對
に
、
自
己
の
古
道
に
野
す
る
信
念
を
披
瀝
す
る
事

に
よ
り
、
讀
者
の
自
然
な
る
愈
得
を
俟

つ
よ
ゆ
他
は
な
い
。
萬

葉
者
の
別
記
に
於
て
、
萬
葉
集

の
卷
序
を
古
き
も
の
よ
り
新
し
き
も
の
へ
と
變
更
し
た
が
、
そ
の
新
古
の
離
別
に
、
客
観
的
な
例
證
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
古
歌
の
精
禪
を
體
得
す
る
事
に
よ
り
、
自
然
に
、
こ
れ
が
了
解
せ
ら
れ
る
も

の
と
な
し
、
自
己
と
同
じ
體
驗
を

會
得
し
た
者

の
み
が
、
自
然
に
到
る
境
地
で
あ

っ
て
、
そ
れ
以
外
の
未
熟
者
が
、
こ
れ
を
直
観
的
に
悟
了
す
る
事
が
出
来
な
い
の
も
、

致
し
方
が
な
い
事
と
し
て
、
あ

へ
て
説
明
を
さ
し
挿
ま
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
考
講
論
明
を
排
除

し
た
わ
け
で
は
な

い
。
學
術

の
探
究
に
は
、
こ
れ
を
も
必
要
と
し
て
、
冠
辞
考
の
如
き
、
學
術
的
價
値
高
き
書
は
此

の
考
證
主
義
の
上

に
立

っ
て
る
る
。
た
虻
そ
れ

は
参
考
補
助
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
だ
け
で
、
根
本
は
直
観
主
義
よ
り
出
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
眞
淵
の
音
遣
主
義
を
從
と
し
、
契
沖
の
客
観
歸
納
的
研
究
を
主
と
し
て
、
偉
大
な
る
業
蹟
を
完
成
し
た
の
が
、
本
居
宣
長
で
あ
り
、

眞
淵
の
古
道
主
義
を
極
端
に
宣
揚
し
て
、
轡変
玖
的
信
念
を
樹
立
し
た
の
が
平
田
篤
胤
で
あ
る
。
宣
長
の
畢
世
の
大
著
、
古
事
記
傳
は
、

學
術
研
究
の
粹
を
つ
く
し
た
も
の
で
、

規
模
の
雄
大
、

學
識
の
該
博
、
考
證
の
精
緻
、

思
考
の
綿
密
な

る
に
至
る
ま
で
、

一
も
間
然

す
る
所
が
な
い
。
諸
本
の
校
訂
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
古
典
を
縦
横
に
引
用
し
來
っ
て
、
正
確
な
る
語
句
の
解
釋
、
思
想
的
解
明
ま
で

も
施
し
た
。
そ
れ
は
單
な
る
古
事
記
の
註
釋
に
と
璽
ま
ら
す
、あ
ら
ゆ
る
古
典
研
究
の
参
考
書
と
し
て
、
凡
そ
古
典
研
究
の
ふ
れ
る
べ
き

領
域
、
大
小
の
問
題
に
、
大
概
は
ふ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。
萬
葉
集
の
研
究
に
も
、
卆
安
朝
文
學
の
研
究

に
も
、
こ
の
書
を
甚
だ
必
要

と
す
る
。
し
か
竜
注
意
す
べ
き
は
、厂

そ
の
中
に
流
れ
て
み
る
主
観
的
信
念
、
宗
教
的
な
古
道
主
義
の
観
念
で
あ
る
。
源
氏
物
語
研
究
の
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名
著
玉
の
小
櫛
に
於
て
・
此
の
物
語
の
成
立
の
問
題
を
郷
明
じ
、
本
文
の
校
異
を
掲
げ
・
語
句
の
註
解
に
及
ん
だ
他
、
文
學
観
賞
の
説

明
に
、
多
く
の
紙
數
を
費
し
た
所
に
も
、
彼
が
、
單
に
、
書
齋
的
な
學
術
研
究

に
と
璽
ま
ら
す
、
文
學
研
究
の
眞
意
義
を
廣
く
傳

へ
よ

う
と
し
た
努
力
が
認
め
ら
れ
る
。
新
古
今
集
遠
鏡
の
如
き
、
啓
蒙
的
な
著
述
は
、
特
に
、
そ
の
意
味
で
重
要
で
あ
る
。
た
璽
誤
解
せ
ら

れ
て
は
な
ら
な
い
事
は
、
そ
の
啓
蒙
的
な
と
云
ふ
意
味
が
、
安
易
な
研
究
、
識
見
の
低
さ
を
表
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
宣
長

の
如
く
深
い
根
柢
を
持
つ
學
力
が
あ
っ
て
、
始
め
て
啓
蒙
的
な
事
に
意
義
が
生
じ
る
。
萬
葉
集
玉
の
小
琴

に
於
て
は
、
例
證
も
あ
げ
す

に
、
簡
單
に
、
萬
葉
集
の
語
句
に
封
ず
る
自
己
の
意
見
を
述
べ
て
、
從
來
の
説
と
異
な
る
點
を
注
意
し
九
が
、
そ
の
直
観
的
な
言
ひ
方

が
、
少
し
も
危
惧
の
念
を
拌
ふ
事
な
く
、
實
際
に
於
て
、
,確
實
な
解
釋
で
あ
る
も
の
が
多
い
の
も
、
彼
の
根
柢
あ
る
學
識
の
賜
物
で
あ

る
。
か
や
う
に
、
春
滿
以
來
の
實
行
的
な
方
面
、
古
典
文
學
研
究
を

一
般
大
衆
に
廣
め
る
と
云
ふ
方
面
に
於
て
も
、
彼
は
、
春
滿
眞
淵

に
劣
る
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
も
、
彼
の
學
者
的
天
性
は
、
結
局
、
繁
縷
と
も
見
ら
れ
る
、
考
證
主
義

の
方
に
主
な
る
傾
向
を
取
っ

た
。
此
の
點
に
於
て
、
彼
は
契
沖
の
研
究
態
度
の
延
長
で
あ
り
、
事
實
、語
學
的
研
究
に
於
て
、契
沖
の
読
を
是
正
し
得
た
の
も
、
(契
沖

が
、
ア
行
の
ヲ
、

ワ
行
の
オ
と
誤
っ
て
み
た
の
を
、
宣
長
は
字
音
假
字
用
格
に
於
て
正
し
て
み
る
。
眞
淵

に
は
純
粋
に
語
學
的
な
著
述

は
な
い
。
語
意
考
が
、
そ
の
傾
向
を
有
す
る
の
み
)
、或
ぴ
は
契
沖
の
代
匠
記
に
對
す
る
古
事
記
傳
の
如
き
主
著
を
有
す
る
事
も
、
(眞
淵

の
萬
葉
考
の
如
き
は
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
だ
け
の
力
量
が
な
く
、
彼
の
著
書
の
中
で
も
、
代
匠
記
や
古
事

記
傳
の
如
き
地
位
を
保
つ
事

が
出
來
な
い
)
、或
ひ
は
、
宣
長
に
新
古
今
案
や
草
庵
集
の
註
解
が
あ
る
事
は
、
契
沖
に
、
新
勅
撰
集
、
夫
水
掛
等
の
註
解
研
究
あ
る
に

當
り
、
宣
長
の
玉
勝
間
は
、
契
沖
の
河
杜
に
當
る
、
學
者
的
考
證
随
筆
中
の
尤
な
る
も
の
、(
眞
淵
に
は
、

さ
う
云
っ
た
著
書
が
な

い
)、

そ
の
研
究
の
範
囲
、
態
度
、
方
法
等
、
實
に
両
者
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。
宣
長
が
、
萬
葉
集
の
卷
次
を
、
そ
の
型
態
、
或
ひ
は
客
観



一ジ

げ

的
證
例
を
あ
げ
る
事
に
よ
っ
て
、
考

へ
ん
と
し
た

(萬
葉
集
重
載
歌
及
び
卷
の
次
第
)
の
に
難
し
、
眞
淵
が
そ

の
古
歌
の
精
神
を
忘
れ
た
る

點
を
叱
責
し
た
の
も
、
両
者
の
個
性
の
相
違
、
從

っ
て
學
術
研
究
の
態
度
に
對
す
る
相
違
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
る
。
主
観
主
義
と

客
観
主
義
と
の
相
違
で
あ
る
。
故
に
、
眞
淵
の
古
道
主
義
の
観
念
論
の
立
場
に
對
し
て
、
宣
長
は
、
客
観
的
歴
史
主
義
の
立
場
か
ら
、

文
學
的
變
遷
に
着
眼
し
、
・眞
淵
の
萬
葉
主
義
に
反
毀
し
て
、
,薪
古
今
主
義
を
と
な

へ
る
に
至
っ
た
の
も
、
此
の
立
場
の
相
違
か
ら
で
あ

っ
て
、
ま
こ
と
に
や
む
を
得
ぬ
次
第
で
あ
る
。

　

眞
淵
の
立
場
を
最
も
極
端
に
押
し
進
め
た
の
は
、
平
田
篤
胤
で
あ

っ
た
。
彼
ば
途
に
古
道
主
義
よ
ゆ
平
田
神
道
の
如
き
、
宗
教
哲
學

を
樹
立
す
る
に
至
っ
た
。
彼
の
著
書
に
宗
教
的
著
述
が
多
い
の
も
そ

の
爲
め
で
あ
る
。
實

に
、
彼
は
、
春
滿
以
來
の
熱
烈
な
復
古
精
神

を
完
全
に
確
立
し
た
人
と
云
う
て
よ
い
。
さ
う
し
て
、
そ
の
主
観
的
観
念
論
は
、
古
道
主
義
を
守
る
立
場
よ
り
、
神
代
文
字
の
存
在
を

主
張
し
、
途
に
は
事
實
を
歪
曲
し
た
報
告
を
あ

へ
て
す
る
ま
で
に
、
極
端
に
非
學
術
的
な
態
度
を
も
つ
て
、
政
治
的
集
客
を
弄
す
る
や

う
な
事
に
ま
で
至
っ
た

(紳
寧
日
文
博
)。
こ
れ
が
、
温
厚
な
學
者
的
な
考
證
主
義
の
拌
信
友
か
ら
、

論
駁
排
撃
せ
ら
れ
た
所
以
で
あ
る

(假
名
の
本
末
)。
併
し
、
彼
は
伊
勢
物
語
や
、
神
樂
歌
等
の
註
解
を
な
し
、
研
究
の
範
囲
も
可
成

ゆ
廣
か

つ
た
が
、

要
す
る
に
そ
の
極

端
な
觀
念
論
は
、
學
術
垂
目と
し
て
多
く
の
價
値
を
有
し
な
い
o
た
穿
古
史
傳
は
、
彼
の
主
著
と
し
て
、
宣
長
の
古
事
記
傳
に
對
抗
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
古
代
の
史
書
を
綜
合
包
括
し
て
、
自
己
流
の

一
書
を
作
り
上
げ
、
こ
れ
に
詳
し
い
註
解
を
施
し
た
・
原
典
を
そ
の
ま

ま
に
尊
重
す
る
な
ど
と
云
ふ
や
う
な
事
は
、
彼
に
は
到
底
望
ま
れ
ぬ
事
で
あ
り
、
た
璽
、
そ
の
總
集
的
態
度
に
、

一
の
特
徴
が
あ
る
と

共
に
、
從
來
の
諸
説
を
検
討
し
引
用
し
て
、
包
容
的
研
究
を
試
み
る
態
度
は
、
既
に
近
世
の
研
究
が
溌
刺
た
る
新
進
の
態
度
よ
り
、
漸

く
老
巧
圓
熟
の
境
に
向
つ
た
も
の
と
し
て
、
末
期
的
現
象
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
篤
胤
の
態
度
は
、
そ
の
門
弟
鈴
木
重
胤
の
日
本
書
紀
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傅
や
、
祝
詞
講
義
に
至
っ
て
、

一
層
老
大
な
包
括
綜
合
的
研
究
に
向
ぴ
、
寧
ろ
煩
雜
に
過
ぎ
て
み
る
。
し
か
も
重
胤
は
、
篤
篤
に
劣
ら

ぬ
紳
道
家
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
篤
胤
と
そ
の
門
流
に
と
っ
て
は
、
學
術
研
究
よ
ひ
も
、薪
國
學
の
精
神
の
完
成
の
方
が
重
大
で
あ
り
、

價
値
あ
る
事
業
で
も
あ

っ
た
。

p
橘
守
部
は
↓
篤
胤
と
時
代
を
同
じ
く
し
一
同
じ
く
尚
古
思
想
で
あ
り
な
が
ら
、
宣
長
と
理
論
根
據
を
異

に
し
、
し

か
も
宣
長
と
同
様

の
考
證
學
的
な
精
細
な
研
究
を
な
し
、
研
究

の
分
野
も
廣
く
し
て
、

一
面
に
於
て
は
、
綜
ム
ロ的
態
度
と
云
憾
よ
ゆ
も
、
・寧
ろ
、
獨
自

の

新
見
を
な
い
た
、
す
ぐ
れ
た
天
才
的
學
者
で
あ
る
。
故

に
、
主
観
的
傾
向
に
傾
く
所
も
あ
る
が
、
と
に
か
く
、
契
沖
宣
長
以
来
の
傑
れ

た
學
者
ま
云
ふ
事
が
出
来
る
コ
そ
の
主
要
な
る
も
の
は
歌
格
研
究
で
あ
る
。
小
國
重
年
の
長
歌
珠
衣
以
後
、
歌
格
の
研
究
者
は
數
が
多

く
、
幕
天
の
學
者

の
聞
に

一
時
歌
格
研
究

の
流
行
を
見
た
の
で
あ

っ
た
が
、
守
部
を
も
つ
て
、
そ
の
最
高
峯
に
あ
る
も
の
と
す
る
事
が

出
來
る
。

噸彼
拡
長
歌
短
歌
文
章

の
各
方
面
に
わ
た
っ
て
、
綿
密
な
型
態
分
類
を
な
し
、
視
覺
的
表
現
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
最
も
す
ぐ

れ
た
學
術
的
效
果
を
あ
げ
た
。
歌
格
研
究
は
、
國
講
修
辭
學
の
日
本
的
研
究

の
大
成
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

幕
末
の
名
著
と
し
て
は
、
鹿
持
雅
澄
の
大
著
萬
葉
集
古
義
、
萩
原
廣
道

の
源
氏
物
語
評
釋
の
二
著
が
あ
げ
ら
れ
る
。
何
れ
も
、
従
来

の
研
究
の
綜
合
包
容
を
試
み
、
叉
獨
創
の
見
を
も
出
し
た
が
、
・そ
れ
は
客
観
的
な
考
證
よ
ゆ
も
、
寧
ろ
主
観
的
な
観
賞
批
評
、
或
は
観

念
的
な
古
道
論
に
あ
っ
た
。
古
義
は
結
局
、
代
匠
記
の
延
長
に
過
ぎ
な
い
。
評
釋

に
至

っ
て
は
、
宣
長
の
源
氏
物
語
批
評
の
態
度
よ
ゆ

出
で
て
、
此
の
時
代
に
流
行
し
た
歌
格
研
究

の
方
法
を
文
章
に
應
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
何
れ
も
既
に
示
さ
れ
た
大
家
の
研
究
方
法
を

敷
衍
大
成
し
た
も
の
で
㍉
獨
創
的
な
前
人
未
發

の
名
著
と
云
ふ
よ
ゆ
も
、
綜
合
集
成
の
手
腕

に
優
位
が
認

め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　

別
に
早
く
谷
川
土
浦
に
は
日
本
書
紀
慂
證
や
和
訓
栞
の
如
き
名
著
あ
り
、
更
に
溯
っ
て
、
新
井
白
石
の
束
雅
や
貝
原
釜
軒
の
日
本
釋

r

り
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名
等
の
語
源
群
書
、
叉
下
っ
て
、
石
川
雅
望
の
雅
言
集
覽
、
村
田
了
阿
の
俚
言
集
覽
等
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
、
そ
の
他
國
學
者
や
俳

諧
者
流
の
雜
學
者
に
よ
っ
て
、
小
著

の
無
數
に
出
て
み
る
辞
書
的
研
究
も
、
文
學
の
綜
合
的
整
理

の
事
業
と
し
て
注
意

に
値
す
る
。
塙

保
己

一
を
も

つ
て
代
表
せ
ら
れ
る
、
群
書
類
從

の
如
き
、
古
典
の
總
集
飜
刻
の
事
業
が
起

つ
た
の
も
亦
、
此

の
意
味
に
於
け
る
著
し
い

.成
績
で
あ
る
、(
尤
も
水
戸
光
圀

の
如
き
は
、
此
の
點

の
遙
か
な
る
先
賢
と
見
な
す
事
が
出
来
る
)。
こ
れ
ら
は
、
研
究
業
蹟
に
、

一
の
完

成
を
示
し
、

一
段
落
を
告
げ
る
時
期

の
来
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
俚
言
集
覽

に
も
見
ら
れ
る
、徒
ら
な
る
古
典
研
究
で
は
な
く
、自
己
に
近
い
江
戸
時
代
の
文
學
言
語
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
態
度

は
、
、大
田
南
畝
を
先
驅
と
し
て
、
山
東
京
傳
、山
東
京
山
、柳
亭
種
彦
、曲
亭
馬
琴
等
の
戯
作
者
、雜
學
者
に
よ

っ
て
示
さ
れ
た
。
俳
諧
、假

名
草
子
、
浮
世
草
子
、浄
瑠
璃
本
等
を
そ
の
勤
象
叉
は
材
料
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
所
謂
國
學
者

の
軽
蔑
す
る
所
で
あ
っ
た
か
ら
、勢
ひ
國

學

者
以
外
の
、
所
謂
雜
學
者

に
よ
っ
て
主
と
し
て
研
究
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
就
中
、柳
亭
種
彦
を
主
要
な
る
研
究
家
と
す
る
。
彼
に
は

叉
浄
瑠
璃
本
日
鋒
,
・好
色
本
目
録
、
吉
原
書
籍
目
録
等

の
続
書
も
あ
る
。
同
じ
く
書
籍
解
題
の
著
者
と
し
て
は
、
群
書

一
覧
の
名
著
あ

り
、
叉
、源
氏
や
古
今
や
百
人

一
首
等

に
關
し
て
啓
蒙
的
な
著
述
に
志
し
た
尾
崎
雅
嘉
の
名
も
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
。
こ
れ
も
幕
末
の

總
集
的
研
究
を
示
す
代
表
者

の

一
に
加

へ
て
よ
い
。
そ
の
他
、
古
典
の
方
面
で
は
、吉
田
今
世
の
歴
代
和
歌

勅
撰
考
、黒
川
春
村
の
古
物

語
類
字
抄
、
・藤
貞
幹

の
國
朝
書
目
の
如
き
、
・解
題
、
自
録

の
書
も
多
々
あ
り
、俗
交
學
の
方
面
で
は
、早
く
阿
誰
軒

の
俳
諧
書
籍
目
録
あ

り
、
・下
っ
て
、
楔
者
不
明
の
合
卷
外
題
集

や
、
高

田
琴
秀
の
外
題
鑠
等
あ

の
、
叉
、洒
落
本
、草
双
紙
類
の
評
判
記
等
、
文

學
批
評
に
類

す
る
著
も
數

々
あ
る
。
喜
田
村
信
節

の
嬉
遊
笑
覧

の
如
き
百
科
辭
典
的
著
述
も
逸
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
何
れ
も
鳥
眼
圖
的
編
述
と

し
て
、
時
代
の
機
運
の

一
面
を
表
し
た
、
便
利
な
書
で
あ
る
。
別
に
、
國
學
者

の
観
賞
批
評
や
文
學
論
的
論
考
の
他
、
儒
教
思
想

に
よ
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〇

る
勧
善
懲
悪
主
義

の
傾
向
的
功
利
的
文
學
論
が
行
は
れ
た
事
も
注
意
せ
ら
れ
る
。
源
氏
物
語
等
を
も
こ
れ
に
よ
っ
て
解
釋
し
ょ
う
と
し

た
儒
者
が
あ

っ
た
。
幕
末
に
於
け
る
戯
作
者
の
聞

に
も
、
此
の
思
想
が
行
は
れ
て
、
馬
琴
の
如
き
は
、
そ
の
代
表
者
で
あ
っ
た
。

　
中
世
文
學
と
し
て
は
、
徒
然
草
の
研
究

が
最
も
盛
ん
で
、
廣
く
讀
ま
れ
た
。
叉
、
夲
家
物
語
の
如
き
戰
記
物
の
考
證
研
究
も
次
第

に

起

っ
て
来
た
が
、
・こ
れ
は
、
武
器
等

の
有
職
故
實

の
研
究
が
主
で
あ

っ
た
。
此
所
か
ら
、
伊
勢
貞
丈
の
如
き
故
實
學
者
も
生
じ
た
。
江

戸
時
代
の
俗
交
學
と
し
て
は
、
俳
諧
の
研
究
は
最
も
早
く
行
は
れ
て
る
て
、
俳
諧
七
部
集
の
註
釋
の
如
き
は
種

々
出
で
た
ゆ
奥
の
細
道

の
如
き
紀
行
文
に
し
て
も
、
芭
蕉
を
餘
り
隔
ら
な
い
時
代
か
ら
、
既

に
註
釋
的
研
究
に
着
手
せ
ら
れ
て
る
る
。
そ
の
時
人
に
尊
重
せ
ら

れ
た
事
が
分
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雛

　

江
戸
時
代
の
町
人
の
學
問
は
、
そ
の
勢
力
伸
長
の
手
段
と
し
て
、
封
建
的
勢
力
と
結
び
つ
き
、
大
名
に
學
校
を
建
設
せ
し
め
て
、
藩

黌
に
教
授
す
る
事
に
よ
っ
て
、
廣
く
國
學
の
普
及
を
は
か
っ
た
。
こ
れ
は
町
人

の
自
由
な
新
興
の
學
術
研
究

の
態
度
と
は
矛
盾
し
て
み

た
が
、
此
の
内
部
に
包
蔵
せ
ら
れ
て
る
た
矛
盾
が
、
邃
に
古
道
精
神

の
發
展
、
國
學
の
勢
力
の
進
歩
に
件
ひ
、
國
民
的
覺
醒
を
引
遭
起

す
導
火
線
と
し
て
、
明
治
維
新
の

一
因
と
も
な

っ
た
の
で
あ
る
。
此
所

に
於
て
、
學
問
も
封
建
的
勢
力
か
ら
全
く
分
離
し
、
封
建
的
制

度
の
瓦
解
よ
ひ
、
必
然
的
に
、
新
し
い
學
問

へ
進
展
し
た
。
即
ち
、
新
興
階
級

の
學
校
制
度
の
も
と
よ
か
生
じ
た
、
新
し
い
日
本
文
學

研
究
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

明
治
時
代
に
、
江
戸
時
代
の
國
學
者
の
研
究
を
受
け
つ
い
だ
も
の
と
し
て
は
、
木
村
正
解
博
士
の
萬
葉
集
美
夫
君
志
、
飯
田
武
郷
の

日
本
書
紀
通
釋
の
如
き
著
書
が
注
目
せ
ら
れ
る
が
、
新

し
い
文
科
大
學
出

の
學
者

に
よ
っ
て
、
覧文
學
史
的
研
究
に
着
手
せ
ら
れ
た
事
が

最
も
重
要
な
現
象
で
あ
る
。
従
来
に
も
、
和
歌
史
的
考
察
、
文
章
史
的
述
作
は
若
干
あ

っ
た
が
、
組
織
的
に
、
上
代
よ
り
近
代
ま
で
の
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史
的
研
究
を
な
し
た
も
の
は
.
明
治
二
十
三
年
刊

の
三
上
參
次
博
士
.
高
津
鍬
三
郎
氏
共
著
の
日
本
文
學
史

の
如
き
を
嚆
矢
と
し
て
よ

か
ら
う
。
そ
の
特
色
は
啓
蒙
的
な
所
に
あ
っ
て
、
未
だ
學
術
的
水
準
に
は
達
し
て
み
な
い
。
な
ほ
、
こ
れ
は
中
等
學
校
に
於
て
文
學
史

を
教
授
す
る
か
、
否
か
の
、
學
制
の
沿
革
改
廢
と
も
關
達
し
て
、
或
は
啓
蒙
的
方
面
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
り
、
ま
た
は
學
術
研
究

の
方

面
に
進
歩
を
遂
げ
た
り
し
て
み
る
。
爾
後
、文
學
史
的
研
究
は
長
足
の
發
達
を
見
せ
た
。

明
方
、
早
稲
田
大
學
關
係
者

の
側
か
ら
は
、同

じ
頃
、
近
世
江
戸
文
學
の
研
究

に
着
手
せ
ら
れ
、
こ
れ
は
外
国
の
新
文
學
の
智
識
を
應
用
し
て
観
賞
的
で
あ
っ
た
事
が
特
色
で
あ
る
。

そ
れ
以
後
、
新
し
い
學
校
教
育
を
受
け
た
學
者

に
よ
っ
て
、
近
世
文
學
の
研
究
も
異
常
な
る
進
歩
を
遂
げ
た
。
こ
れ
が
明
治
時
代
の
新

興
國
文
學
者
の
研
究

の
主
要
な
る
仕
事
で
あ

っ
た
。
而
し
て
、
何
れ
も
、
西
洋
文
學
の
影
響
を
受
け
、
文
墨
論
も
、
文
學
の
観
賞
も
、

史
的
研
究
も
、
外
囲
文
學
の
新
智
識
を
日
本
文
學
に
も
取
り
入
れ
よ
う
と
し
、
そ
れ
が
薦
め
に
、
す
べ
て
の
親
方
、
取
扱
方
も

一
愛
し

て
、
薪
文
藝
の
豊
富
な
智
識

の
輸
入
が
、
日
本
文
學
の
新
研
究

の
刺
激
と
な
っ
た
事
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
外
図
入
の
日
本
文
學
研
究
も
、
早
く
、
切
支
丹
傅
來
の
時
に
當

っ
て
、
所
謂
切
支
丹
版
の
中
に
は
、
平
家
物
語
を
啓
蒙
書
に
最
も
適

當

し
た
樹
話
的
方
法
で
内
容
を
書
き
改
め
、

ロ
ー
マ
字
で
記
し
た
も
の
が
あ
り
、
和
漢
朗
詠
集
や
太
平
記
を
紹
介
し
た
や
う
な
も
の
も

亦
存
す
る
。
幕
末
以
後
、
外
囲
人
の
本
邦
に
往
来
す
る
も
の
に
よ
っ
て
、
或
は
そ
れ
ら
の
手
で
、
泰
西

に
將
來
せ
ら
れ
た
書
籍
に
よ
っ

て
、
記
紀
萬
葉
以
下
の
古
典
文
學
や
柳
亭
種
彦
の
浮
世
形
六
枚
屏
風
の
如
き
草
双
紙
等
の
現
代
文
學
の
外
國
語
に
飜
譯
紹
介
せ
ら
れ
た

も
の
は
尠
少
で
な
く
、
文
學
史
的
研
究
に
も
及
ん
で
み
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
や

フ
イ
ッ
マ
イ
ヤ
ー
等
を
、
-そ
の
先
驅
者
の

一
入
と
し
て
,
、

此
所
に
名
の
み
記
し
て
お
く
。

　
附
記
　
紙
數
の
關
係
で
、
江
戸
時
代
の
後
車
に
つ
い
て
ほ
こ
れ
を
略
記
し
、
明
治
以
後
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
別
に
章
を
設
け
て
、「日
本
文
學
の
史
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一
三
二

的
研
究

」
の
題
下

に
述

べ
よ
う
と
思

っ
た
の
を
、
省

略
せ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
事

は
、
甚

だ
遺
憾
で
あ
る
。
併
し

、
此

の
史
的
研
究

に
関

し

て
は
、
別

に
、
本
講
座

の
中

に
、
補
足
し
得
る
所
が
あ
る
と
思

ふ
。
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